


投 稿 規 定

:l973年11月1 日 制定
1Sl6年5月 1 日 一部改正

1.   日本韓趣目学会々 員は会誌ELYTRA に投稿できる.
.

2.  投稿内容は甲虫に関連したものに限る.
3.  投稿の掲載可否および掲載時期については編集局の合議による.
4.  原稿分量は, 原則として1 号1 篇あたり刷上がり16頁までとし, それ以上のものは2 回以上
に分ける.

5.  和文の原稿は横書き, 原則として現代かなづかいを用いる.
6.  原著に関しては欧文表題を付すこと.
7.  欧文の原稿には和文表題を付すこと.
8.  原著にはSummary (要約) を付すことが望ましい.
9.  ELYTRAに掲載される原著論文は, 本会の審査委貝会による審査を受け, 受理されたもの
でなければならない。

10.  印刷代著者負担の原稿は, 上記審査委員会で受理されれば, 指定の号に掲載することができ,
また, べ一 ジ数の制限をうけない。

(主に和文の原稿: 1 べ一 ジにっき￥5500, 主に英文の原稿: l べ一 ジにっき￥7500)
l l .  和文の原稿では, 種名は和名を主とし, 学名は必要最小限にとどめる.
12.  新種および日本未記録種の記載については, 必ず標本写真 (原記載の場合は holotype に限
る) あるいは写真に代わりうる図を付し, それらから種の特徴が判別不可能な場合には, 別に
図版でもってこれを補うことが望ましい.

13.  動植物の学名は, Mecydalis major LINN:a のよ5 に命名者は全記すること. ただし, 同文
中で重複する場合は省略してかまわない,

14.  文献は本文の終わりに一括して記すことが望ましい. 雑誌名および巻号は省略体でよい.
(例) Ent . Rev. Japan l9, p5~34, 1967

15.  活字の指定および校正は編集局に一任されたい. ただし, 原著に関しては, 初校は著者校正
とする.

16.  別刷は原著に限って作成 (50部以上) し, 50 部までは実費の半額を当会が負担,  それ以上は
著者の全額負担とする. (送料著者負担)

17.  掲載済の原稿は返却しない. ただし, 原図・ 写真は希望があれば返却する.
18.  原稿の送付先は, 当分の間, 下記宛とする.

〒110  東京都台東区台東2 -29 - 6  藤田 宏方, 日本報 目学会編集局

〔投稿に関する注意事項〕

a. 和文は「~である」調を用いる. ただし, 会話文はこれに当てはまらない.
b. 欧文原稿は1 行60字内外にタイプする.
c . 未記録種の投稿に際しては, それが未記録であると考えた理由を明記することが望ましい.
d. 分類の紛らわしい種の記録を行なう場合は標本写真を付すt とが望ましい. なお, 本会誌に いるため

の標本写真撮影は当会にても行なうので, 希望者は事務局宛に連絡されたい.  (1 号につき4 点までは無
料, それ以上は実費を請求する. )

e. 写真および図版は出来上り予定寸法の1.5 倍程度に製作するとよい.
f . 採集データ (和文) は次のように略記すればよい.

5 6 1 , 群馬県武尊山, 16. fi t970, 衣笠恵士採集
g. 原稿は 集局により一部変更されることがあるが, 変更菌所が内容に及ぶ場合はあらかじめ著者の了解
を求める. また, 不備な原稿は書き直しを要求することもある.

h. 原著論文の著者校正において, 校正中の追加・ 変更は一切認めないので, 完全原稿を旨とすること.
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台湾産食糞コガネムシ解説 〔1 〕

益 本 仁 雄

A Revision of the Coprophagld-beetles from Formosa〔1〕
By Kimio MAsUMoT0

(Received Sept 25, 1975; Accepted Oct 30, l975)

台湾の面積は九州にほぼ等しいが昆虫相は日本全土の

それの数倍といわれるほど複雑で, 甲虫類とりわけ食養

コカ'ネムシについても例外ではない。
筆者は1971年以来9 回にわたりこの地を訪れ, 主とし

て食装コガネムシの調査を行なった。 また, 1975年S月
には中村慎吾氏のご紹介で台湾省農業試験所 ( 旧台北大

学) の標本を検する機会をもっことができた。

この報文は調査を通じて得られた事実と, 従来台湾か

ら記録されている種の再検討を中心に解説を試みたもの

である。

本文をまとめるにあたり, 野村鎮氏, 中根猛彦博士に

は種々 のご教示を わった。  また, 三宅義一,  石田正

明, 酒井香, 横山創, 秋山黄洋, 露木繁雄の諸氏から資

料等のご提供をいただいた。 さらに中村慎吾, 朱曜沂,
邱瑞珍, 維寿, 林茂成, 杜欽 , 杜欽明, 今技真弓,
張秀香, 黄鋼各位のご協力があった。 これらの諸氏に対

し深甚なる謝意を表したい。 ,

〔注〕 1) 和名に * 印が付いているものは新称, または改称。

2) 解説中, 三輪の記録として地名があげられているものは
. 1931年発表のカタログからの引用。

3) 戦前の記録の中には, 分布に疑問がもたれるものが少な
くない。 それはある理由で他地域の標本が混入したため

である。 ひとたび記録に載ると, 分布していないとい5
立証はきわめてむずかしくなる。 そこで率.者は未確認種
について学名の頭にx印を付けることとした。
Species ma rked ' a re foun d in r eco rd f r om Fo mosa

but the author was not able to con fi r m thei r in-
habitation. Parts of pre-War records are unreliable.

Presen t add ress: 890-30,  Kamigocho,  Totsu;ka-ku,
Yokohama city, Kanagawa Prof. (〒247)

台湾産食葉コ ガネムシ類の解説

Trogidae コプスジコガネ科

野村 (1974) によると従来 T. (0morgus) obscurus
と記録されていたものは T. (0.) chinensis であり,
T. (0.) clunensis とされていたものはT. (0.) pau-
1ian,' であるというo したがって三輪・ 中条 (1939) お

よび加藤 (1933) のカタログや図鑑はそれぞれ読み替え

の必要がある。また, 野村は1973年にT. (s. str ) for-
mosanus を発表している。  この他,  加藤はコガタコプ

スジコカーネなるものを図示しているが, 台湾産か否かの

疑開があり, また, 真のTro.a: でないかもしれない。

Troχ (0morgus) paul iani HAAF
オーコブスジコ力'ネ*

14 mm にも達する大型コ 7' スジコカ'ネである。(写真1)
墾丁で得られているo三輪は T. (0.) cl,inensisとして
卑南, 恒春, 膨湖等を記録している。

T. (0.) chinensis BoH. オオコプスジコカーネ

墾丁で採集, 三輪はT. (0.) obscurusとして埔里を
記録している。 (写真2 )

- 1 -

写真1 T ro (0morgus) pau l ia,ni HAAF
写真2 T. (0.) chinen.sis BoH.
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T. (s. str ) formosaaus NOM.
タカサゴコプスジコガネ*

本種は, T. (s. str ) opacotubercuiatusに似るが,
上ialの 起は非常にこまかい淡福色の剛毛を装い, 点刻
列は両側に類粒を具えないなどの点で区別できるとい

う。 霧社から記録された。

T. (s. str ) oPacotttberculatus MOTS.
ヒメコプスジコ力'ネ

密起湖で採集されている他, 三輸は阿里山, 埔里など

を記録している。

XT. (s. str ) scaber (L ) チビコプスジ: '力'ネ
三輪は六 , Hokko を記録しているが未確認。

Geotrupidae センチコガネ科
戦前の記録の中には分布に疑間を持たれるものが少な

くない。  (前ページ脚注参照) なお, 戦後この地から数

極の新種が発表されている。

1. B olbocer in i

野村がl 973年に1 新極を発表しているが, それ以外の

極の最近の記録を見ない。

Bolboceroso,na lkiyoyamai NoM.
キョヤマセンチコガネ*

密記湖から得られたもので体長15.5 mm , 上面がまっ

たく黒色のセンチコガネである。

以下に述べる各種は三輪が記録し, 一部は加藤の図鑑

にも示されているが, 分布が確認できなかったもので,
中には台湾産でないと思われるものも含まれている。

XBotbocerosoma nigroplagiatum (WATERH. )
ムネアカセンチコカ'ネ

記録 : 台北 (三輸)

XBotbe lase' 'tus co reant‘s (KOL )
トビイロセンチコガネ

記録: 甲仙埔, 埔里(三輪)  (図一加藤)

' Botboceras calanus WEST.
オオクリイロセンチコカ'ネ

記録 : 基隆 (三輪)  (図一加藤)

XBotboceras quadridens (F)
ト ケ'ムネセンチ ・ 力ーネ

記録 : 六 (三輪)  (図一加藤) 農業試験所所蔵標本
には素木のラベルがっけられていた。

Betheり,1!)os dat,idi FRM. エグリセンチコガネ
記録 : 南投, 屈 山 (三輪),  5 月三輪のラベルであ

った。 (同試験所)

2. Geotrupini
3 種の分布が確認されている。 加藤はEaoPtotruf'os
に属する1 種を(Geotrupesとして) 図示しているが,
この種の分布は疑わしい。

Geotrttpes (P11e1otrupes) substrtatetluS FRM・
クロセンチコ力'ネ

おもに山地に見られる。黒色で光沢がなく上 の条i薄
が痕跡的である点で他と区別される。 の前a {背前縁部
は単純, では中央がわずかに実出し浅い満を有する。
起湖, 梅峰, 南山溪などで得られているほ力.,, 三輪は
阿里山, 花蓮港, Noko, を記録。  (写真3)

' l

写真3 G (P ) subst ria tel lus FRM a - b -

G. (P) formosa;It‘s MIWA タイ ワンセンチコカネ

日本で得られる G. (P ) laevistrtat,‘sの 種とし

.   て記載されたが,  これとは体

- 2 -

写真4 G. ( P ) fo r lno-
s m us MIwA ( ・

G. ( P ) inst‘tana HOWDEN

タカサコ'センチコカ'ネ*
前種に似るが前胸背前縁中央附近に明らかなV字型の
薄を具える。 番起湖などで採集されている。

Enoj,1otrupes (s. str ) sharpi JORD et ROTHSCH.
ツ ノセンチコ ガネ

幅があり前 背前縁中央がわ

ずかに突出し, 浅いfl ｣を有す
ることで区別がっく。 また,
前極とは上面に光沢があり,
上翅薄が明瞭な点で判別は容

易。 起湖, 南山漢上流など
山地で得られる。 三輪は阿里
山, 埔里などを記録。

f ﾊ直4  
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加藤は本種を(;eotrupes sl,arpi FRM. としているo るo 石垣島から発表されたが, 後に墾丁からも記録され

た。  (図1-1) 業試験所標本中にも見出された。

Hybosoridae アツバコガネ科
本邦と共通極を加え野村は別属 l 種を発表している。
また加藤は0rpht!“s impress WEST. なるものを図て
示しているが分布は疑わしく, 野村氏によると万一, 分
布しているとすれば, 0. crib,-ate11us FRM. であろう
と いわれる。

Phacochrous emarginatus CAST.
フチトリアツパコガネ

各地にきわめて普通に見られ, 腐肉を好み 火に飛来

する。三輸らも記録。

Pfiaeoc11rooj,s taiu,ant‘s NOM.
タイワンアツバコ力'ネ*

前胸背が小さく上翅は前方に向かい狭まっており, 上
にやや長毛をまばらに装っているので容易に区別がっ

く。 密起湖で得られている。

Scarabaeidae コガネムシ科

0chodaeinaeアカマダラセンチコガネ亜科
このlift科の記録はいずれも col,odaeusに属する。 加

藤が 0chodaeus sp. ヒメアカマダラセンチコガネとし
て図示しているものは台湾産か否か明らかでなくまた,
別属の可能性がある。

黑沢 (l968) に従い台湾産の0chodaeusを分けると
およそ次のようになる。

台湾産 0choda,eusの検索
1(2) 短i項 (長さ : 幅≒l : 1_35), 頭楕は両限間でわずかにのみ

突出。 asahina i Y. KUR.
2 (1) 頭部はほぼ長幅同等またはわずかに長い, 頭相は突出す

るa . .

316) 前ﾉ' q背は掲 ~黄色がかり,  大小の基部に達する紋が り
時に両側に小紋を具える。

4 (51 体色は暗赤褐色(暗い赤みがかった褐色) , 前胸背板面の紋
はより大きいが変化ある。頭構は強く実出。後頭は広くえ
く'られる。 for ,,lesa'' s Y. KuR.

5t4) 体色はより明るく資土色~黄福色 , 前胸背板面の紋はより
小さく , 頭権はそれほど突出せず, また後頭はえぐられな
いo rant ;Io' e las (W IED )

613) 前的背板板面は黒色, 両側ははば広く淡黄土色に緑どられ
その中央に小点教あり。 前頭は両眼前縁間の横隆起により
頭頂および後頭と界される。 そしてその隆起は中央で広く
中断されるo tnac・ulatus interruptt‘s Y. KUR.

Ochodaeus asahinai Y. KUR.
アサ ヒ.ナアカ マダラセンチコガネ

体長約9 mm, 暗褐色でやや長い褐色毛を装う種であ

0chodaeus .aanthomelas (WIED)
タイワンアカマダラセンチコ力'ネ

加藤は上記和名で 0chodae,‘s sp.
として本種を図示している。 なお本

極は墾丁のほか, 埔里附近, 新竹,
Piywai等の記録がある。 (写真5,
図1-2)

写真5 Ochodeus .M n t homelas
(WIED )

Ochodaeus maculat !‘s interrttPi tts Y. KUR.
アカマダラセンチコカーネ (先島・ 台湾E直種)

黒沢は石垣島, 台湾から本illE前を書いている。 また三
輪が 0. ",act,lat,‘s として, 甲仙埔, 阿里山, 恒春,
台東, その他を記録している。  (図1-3)

Ochodaeus formosa-Is Y. KtJR.
タカサコ' アカマダラセンチコガネ*

体長S~ 9 mm で褐色をし灰福色毛を装う極である。

黒沢は島来, 眉原をあげている。  (図1-4)

図1 台湾産0chodaeusの頭部 (黒沢, 1968より)
1- 1.   Och o d a eus a /t a b加 a l Y . K UR.
1-2.   0. :t an thom,elas (W IED)
1-3.   0. macultltus interrup tus Y. KUR.
1 -4. 0 . f o r m osa n u s Y . KU R.

Scarabaeinae タマオシコガネ亜科
本亜科には多数の種が含まれ通常いくつかの族に分け

られている。また, 学者によっては本亜科を科に, 族を
亜科に昇格させるなど区分の変更を試みているが, ここ

では従来から日本で多く採用されているARROW(1931)
- 3 -
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の区分に従っておく。

台湾産 Scarabaeinaeの検索
1 (2) 中基節は広くは離れない。中1連節には1 端刺を有する。

SM ra ae!'m'

2 (l) 中基節は広< 離れている。中脛節には2 端刺を具える。
3 C6ｻ 後附節の基節は第2 節よりかなり長い。
4 C5) 後般はきわめて長く路節は系状。 Sis◆yp1, m
5 (4) 後肢は極端に長< はない。田節は多ll;ｻなりとも平らで次第

に細く なる。 Copr l tli
6 (31 後常節基節は第2 節に比しそれほど長くない。

P a te li ni

1 . Scar abaein i

台湾から2 属の記録があるが,
わしい。

4 (1) 中 節は l 端 。 前胸背後角は広がり角ばって突出する。
やや小型で黒色。 光沢なし。 sinuatus (0Llv.)

(:i:ylmnople1‘rt‘s (Paragymnopteurus) ambigt‘us
JANss. タイワンタマオシコ力'ネ*
台湾よ り記ll交 された種である。 やや大型で紫銅色を帯
びている。加藤や平山の図鑑で G assamens is と して

いたものは本種と考えられるo なおBALTHASARはC;.
assamensis を C. (P ) sinuatusのISS無としている。
霧社, 南山溪などで採集されている。  (写真6 )

G. (P ) tnelanarit‘s HAR. ツヤタマオシコガネ

墾丁や南山漢で採集されているほか, 三輸は台東を記Scarabeusの分布は疑
録している。  (写真 7 )

台湾産 Scarabae ini の検索
1 (2) 前 節を欠く。上翅肩部後方で切り取られない (体が露出

しない)。 Scarabeus L.
2 (l ) 前 節を有する。 上翻は肩部後方で切り取られる。

(i;ytn lople rus lLL.

1 -1 Scarabeus タマオシコガネ属
Scarabetts (Kheper) erichsoni HAR.

コウシュ ンタマオシコカ'ネ

体長21~ 26 mm , l暗一福色で緑~銅色を帶び, 前胸背が密

に強く点刻されている極である。三輪のカタログ(1931)
には載っていないが, 三輪・ 中条のカタログ (1939) お

よび加藤 (1933) が図示している。加藤は『恒春地方に

産するも締』  としている。  また,  農業試験所の標本中

の数取の Scarabe“s sacer を見つけたがラベルは単に
Formosa とあるだけで, 多くの個体は大陸の地名が記

されていた。 おそらく Formosa はラベルの付けまちが
いと思われる。

1-2 GI,nm,op leu r us ヒ ラタマオシコ ガネ属*

野村 (1973) は Paragym,topleurus亜属の3種を記
録している。三輪・ 中条 (1939) はその内の2種と, 疑

間符付きで G. (s. str ) gemmatus を記録し, 加藤は

それを図示しているが gemmatus の分布は疑わしい。

Parag:ymnopleur!ts亜属の3 種はいずれもよく似て
おり同定は容易でない。 人 を好み灯火に飛来する。

台湾産Ggmnop teuru3 (Paraoylnnop leurus) の検索

1(41 中脛節には2端刺を具える。前胸背後角はたいてい, わず
かに広がり実出するのみ。

2 (3) 前胸背の両側はほとんど角ばらない。 黒色で背面は編状光
沢があり, 特に前胸背は上翅より滑らか。

n elana r ius HAR.

3 (2) 前胸背両側は発達し強< 角ばる。 黑色だが紫銅色を帶びる
ことが多く , 背面はほとんど光沢なし。

ambiguas JANSS.

G. (P) sinuatus (0しIV ) クロタマオシコ力'ネ
タマオシ活動は主に午前中に多く見られた。台湾各地
に広く分布し, 蘭嶼や緑島からも得られている。  (写真
8 ) 三輪らも各地から記録。

写真6 GI. ( P ) a lnb iguus JANSS.
写真7 G. ( P ) me lana r加s HAR.
写真8 G. ( P ) s in at us (0LIv .) a- b -

X(;. (s. str ) gemmatt‘s HAR. コプタマオシコガネ
三輪はG granulatt‘s として六 から記録している

が実際に分布するか否かは不明。

4 -
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2.  Sisyphini
Sisuphus  アシナガタマオシコガネ属

三輸・ 中条 (1939) は疑間符を付けながらも 4 種を記

録し, 加藤はそのう
ち l 種を図示してい

るが分布は疑わし

い。農業試験所では

S bou,,r ingiをのぞ
きすべて検すること

ができたが, いずれ

も素木のラベルが付

けられた標本であ

る。

図2 Sisuphus long ipes OLIv. (ARROW, 1931 よリ)

XSisyphus itldicus HAR.
イ ン ドァシナガタマオシコカ'ネ

記録 : f南里 (三輪)

XS1'sy /l“s cωrjngi WHITE
ポウ !J ングァシナ力'タ マオシコカ'ネ

記録: 恒春 (三輪)  (図一加藤)

XSisypl1tus 1ongij)os (0LIV.)
アシナカ- タマオシコガネ

記録 : Akau (三輪)  (図一2)

''Sisypha,s thoracicus SHARP
, ウ トウアシナ力'タマオシコカーネ

記録 : 紅頭嶼 (三輪)
3. Pane l in i
3- l Pane lus マメダルマコガネ属
野村 (1973) は2 新種を記載している。 三論・ 中条

(1939) は P. parvttlus を記録しているが前2種のい
ずれかと同一かもしれない。

Pane lus crenat tts NOM.
コンテイ マメ ダルマ コカーネ*

背面はほとんど無毛で上翅は長幅同等。 尾節板はこま

かく点刻され, 弱く縦に突出することなどで次種と区別

できる。体長約3 mrn。墾丁で得られている。
P maedai NoM.  マエダマメダルマコガネ*
背面は極めて短かい毛を装う。上翅はわずかに巾広い。

尾節板は粗く密に点刻され, こまかい毛を装い弱く突出

する。 体長2. 7~3 mm。 習起湖で得られている。

XP. paroulus (WAT:ERH ) マメダルマコガネ
- 5

記録 : 港ロ (三輪)
3-2 Paraph1; tus  ダルマコガネ属
本邦と共通の1 種が記録されている。

Parapiiytus dentifrons (LEWIS) ダルマコカ'ネ
古くは三輪(1931)がッッ力'タコ力'ネの和名 (あまりこ
の名は体をあらわしていない) で, 新しくは中根(1963)
が記録している。

記録 : 紅頭嶼 (=蘭嶼)  (三輪)

4. Copr ini
台湾から記録のあるCoprint を ARROW (1931) に
より区分すると次のようになる。

台湾産Copriniの検索
1 (2) 前胸背には2 条の側隆起を具える。 Sy,,apsis BATES
2 (1) 前胸背には l 条の側隆起を具える。

3 (4) 前胸背基部の中央附近に2 個のくぼみを有する。 とも

前職節を欠く。 0 ,,i t is F.

413) 前胸背は基部中央附近に2 個のく ぼみなし。
5 a 小楯板を欠く。

6 (9) 上翻は2 側陸起を具える。
7 (8) 触角の第1 節は光る。 Hel iocopr!'s BuRM.
8(7) 触角は全体に軟毛を装う。 Catharsius HOPE.
9 (6) 上 は l 側隆条を具える。
100.11前胸背は基部に構を具える。 Copr is GEOFF.
1100 前胸背基部に強い満はない。
12?i 前脛節先端は内緑に対して直角で, さらに前胸下面前角は

えく'られる。 Caccobit s T HOMS.

l3Cla 前条件のいずれか, または両方とも欠ける。
Ont11ophagt‘s LATR_

14(5) 小紹板を有す。
15110上迅は後緑前で縁毛を装わない。 L iato,lgus REITT_
l6a0 上理は後緑前で緑毛を装ラ。
17a0 節の両側は上方に露出。 Onit ice u us SERV.

l81111 節の両側は上方に露出しない。 (注)
Drcpa,:ocerus KIRBY_

(注) BA LTHAsAR (1963) によれば Dr‘,panoeerus は,,
しばしば小相板が完全に見えない場合があるという。 その

場合は上記の検索は具合が悪いのだが, 台湾から記録され
ている極はよく見えるので一応このままとした。

4 -1 Sgna.psis オオヒーフタダイコクコガネ属*
Copr is-group としては大型でやや扁平な体形で,
の差はほとんどない。従来1 種が知られていたが, 最

近もう1 種分布していることが分った。

Syt!apsis da・t,idi FRM.   ダビデダイコクコカネ

大型 (28~33 mm) で前胸背に低い大きい横隆起を具

える。 海抜500~ l500mの山地に生息し, 牛装や人装に

来集する。南山溪や霧社で見られ,  また三輪は恒春を記

録している。成虫越冬もする。なお, 益本 (1973) の営

巣観察報告がある。  (写真9 , 10)



;ELYTRA, Vol. 3, Nos. 1/2 (May 1976)

S yama GIL.  ヤマダイ ' クコガネ*
前種より小型 (27~29mm ) で前胸背は単純なのです

く-区別がっく。 南山澳で採集されているがきわめて少な

いようである。加藤が前種の として図示しているのは

本種である。  (写真11)

写真9 SI' napsi s d auid i F mf.
写真10 S d ao id i の育 球 (中央[:二2 個見える)
写真11 S ″a lna GIL.

4-2 On i t i s ヒラタダイコクコガネ属
中型で長卵形を してお

り, 前胸背が大きく ,
共に前鑞 l節を欠く。  アジア
南部から南ヨー ッパ, ア

フリカにかけて分布する。

台湾から2 極が三輸(1931)
によって記録されたが疑わ
しい。

写真12 0. p h i lemon (F )
(BALTHAS_ut , 1963より )

XOMilS fa!Catt‘S (WULFEN)
ホリシャ ヒラ タダイコクコカーネ

記録: ;端i里 (三輪)  (図一加藤)
XO. Phi lemon (F ) フィレモンヒラタダイ二tクコガネ

記録: 高雄 (三輪)  (写真12)
4-3 eliocopr is ナンパンダイコクコガネ属

本属は大型で, がっちりとした体格をし, 頭的背に角

~隆起を具えているものが多く , アフリカを中心にアラ

ビアやインド, ジャワ等東南アジアにかけて分布し, 、f
ウの分布と一致しているといわれている。 台湾から1 種

の記録があるが, 真に分布しているとは考えにくい。

Heliocopr is midas (F ) ミ ダスダイ コク コガネ
業試験場の標本は素木のラベルで, 地名が記されて

いない。

記録 : 恒春 (三輪) (図一加藤) :=ナンノ' ンダイコク

4-4  Catharsius  タイワンダイコクコガネ属

Coprisにきわめて近いグループで,  東南アジアから
アフリカまで広く分布する。台湾では C mo1ossMs が

各地で普通に見られるが, 最近は記録にある 2 種の分布

が確認されていない。

Catharstus mo1ossus (L ) タイワンダイコクコガネ

体長23~40mm , 光沢の鈍い黒色をし, 頭胸背には角

~隆起を具えるが, 個体差がある。 牛装を好み直下に10
~40cm の深さの穴を掘り葉を搬び込む。1匯火にも飛来
する。 台湾本島のほか蘭嶼などからも採集されている。

(図一3)

- C

図3 Ca tha rs ms lno1os sus (L ) a ~c- , ll-
(BALTHASAR, 1963 よリ)

'C. pit11ecius (F) ピテシウスダイaクコガネ
前種と同大で, よく似ているが6 の頭頂の角は先端に

向うにつれ前方へ曲っている。 (図4 -2 )
記録 : 阿里山 (三輪)  (図一加藤) なお, 同試験場の
標本は頭部が欠落していて, 同定困難であった。

6 -



写真13 a Jaoanus
L ANSli .

台湾産食装コガネムシ解説(11

C. J'avams LANSB. ジャ
ワダイ コ クコカ'ネ

体長16~22 mm , 黒色で絹

状の鈍い光沢を有し, 頭頂に

1 角と, 前胸背前方に1 対の

大隆起を具える。 (写真13)
(図4 -1 )
記録 : 魚池, 台南, 安平 (三
輸)
農業試験場の標本では, 三

輪のラベルで太平山, 台南,
クラルの個体を検した。 ま

た, 三宅氏所蔵の -1941, Y. YANo も本種と思われ,
台薄に分布するものと考える。

図 4- l Catharsius Jaoaltus LANSB.
-2  a pi thecius (F ) (BALTHASAR. 1963 よリ)

4-5 Copr is ダイコクコガネ属

三輪・ 中条 (1973) は6 種のCopr isを記録している
が, 野村 (1973) はそのうちの3 種と新たに1 種の分布

記録を加えた。また, 加藤の図鑑にはサンポンダイコク

という和名の不明極を含め7 極が図示されているが, 戦

前の記録は検討と整理が必要である。

Copris (s. str ) tripart itus WATERH.
ヒメ ダイ コクコカ'ネ

GILLET (1921) は台湾から, 頭部の角の基部に鋭く

大きい歯状突起を有する, var. forlnosanusを記録し
ているが, はたして 極的なものか否かは不明である。

南山澳で得られているほか, 風凰山 (三輪) の記録もあ
るo

C. (s. str ) fukie,Isis BAL.
フッケンダイコクコガネ*

野村 (1973) が新記録したものであるが, C. (s. str )
act‘tidensによく似ているので, 古い記録では次種と混

同されている場合もあろう。 起湖で得られているo

XC. (s. str ) acut ide,Is MOTS.
コ'ホンダイコ クコガネ

三輪は台北, 七里屯, 甲仙增から記録し, 加藤の図鑑

には台湾があげられている。

・C. (S. St「.) StnlCtiS HOPE
マルガタ コダイ コクコ力'ネ

加藤は上記の和名で図示しているが分布の真疑は不

明。東南アジア ・ 中国南;東に分布。

C. (s. str ) conft‘cit‘s HAR.
タカサコ'コ ダイ コクコカ'ネ

三輪 (1931) はC. conf t‘sius タイワンコダイコク,
三輪・ 中条 (1939) ではC. confuciusおよび同和名,
加藤 (1933) はC. confuciusタカサコ'コダイコクとし
ている。 なお加藤が図示しているもののうち は明らか

に本種ではない。

記録 : 眉原, 安平, 恒春 (三輪)
農業試験所では三輪の眉原16- ｧ  -1937を検したが前述

0. fukiensis の誤りではないかと思う。

'C. (s. str ) ooh!‘s MOTS. ダイコクコ力'ネ
加藤の図鑑に分布地と して掲げられている。

C. (Paracopris) car iniceps FEL.
スジアシダイコクコ力'ネ

体長11~l3mm, 光沢がなく, 頭構前縁は三角に-切れ
込み, 両限間に中央部間 状に高まった隆起を具えてい

る。牛 , 人装に来集する。主に 季に出現するが次極

より少ない。 丁や南山渓, - 等で得られたが, 三輪

は Sokutsuを記録している。  (写真14)

C. (Microcop ris) propinqt‘us FEL.
マメ ダイコクコカーネ

体長10~11 run , 前極にやや似るが光沢があり, 上翅
の条flY  も明  らかで
る。 人 で得られる

が, 墾丁では冬期でも

活動していた。 このほ

か, 南山漢, 社など

で得られている。(写真
15) 三輪らも記録して

いるo '

写真14 Cop r i s ca r mi ce i's
また, C・( M)「e◆jlle- F EL

aus(F )コウトウマメ 写真15 a .p rop inauus FEL.

ダイコクコガネの記録があるがこれは, 前述のC. (M)
propinqut‘s に酷似するo 三輪は紅頭嶼から記録してい
るが, 前種の可能性が大きい。最近の標本の中からは本
種を見出せない。

C. (M) propinquusは頭精中央が小さく深く彎入
し両側はまるまった歯状, 上面はごくわずかに金属光沢

- 7 -
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を帶びるのに対し, C. (M) refl前us は頭糖中央がよ
り広く三角に彎入し, 両側はかなり鋭く尖り, 頬の外角

は中央前で鈍くまるまり,  また上面がまったく黒色であ

る点などで区別されているという。 (図5 )
(注)  Co◆pr isの亜属については, 一応BALTHASAR(1963)
に従ったが, まだ必ずしも充分とはいえない。

台湾産Copr isの亞属の区別点
1.  中~大型(まれに小型)。 :照色でたいてい光沢があり, 体
は強くふくらむ。 の性差は顯著。肢は強壮, 中 節

は先端に向け強く広がり, また中後 節も強壮で基部は三
角に広がる。 Subgenus Cop r is

2.  中~小型。わずかに膨隆するか, やや扁平な種を含み,
上面の光沢はないか弱く , ｪ照 , ~黒褐色 ~暗福色。肢は原亜
属にくらぺ, ほつそ l:1している。 頭提は, しばしば特異な

突起を有することがある。
Subgenus Paracopris

3.  小型で強くふくらむ。光沢が強く , 黒色で金属光沢を帶
びる場合がある。 頭賴は普通。 前胸背前角部下面はえく' ら
れる。 Subgenus Mcrocopr!'s

図 5-1 Cop r i s reflexus (F )
5-2  CI. prop inquus F. (BALTiiASAR, 1963 より)

4-6 L ia tong us ツ / コガネ属

2 種の分布記録があるが, そのうちの1 種の分布は疑
わしい。

Liatonglts phanaeoides (WEST ) ツノコガネ

台湾のツノコカーネは日本のそれにく らべ, 概して小

型, やや細長で体のつくりが軟弱, 体下が赤味がかる。
牛 を好み, 500~ 2500m の山地で見られるが, 高地の

個体は日本のものによく似て大型で黒色がかる。 冬期で

も活動していた。 なお三輪の記録では平地があげられて

いるが著者は平地では本種を見たことがない。

部を露出させ, 汚黄色~黄褐色, または褐色で稀に黒色

で明るい色に暗色の救を装うこともある。 小糖阪は明ら

かで上翅は後緑前で剛毛を具える。 の性差はほとん

どない。アフリカからョーロツパ, アジアおよびキュー

バ等から知られるが, 台湾の記録には疑問がある。

XOM'f 加 i i “s aiiipes (F ) コ' マフツノコ力'ネ
体長6.5~9mm , 種黄色で暗色点紋を有する。 ヨーロ

ッパからアジアまで広く分布する種である。 三輸の恒春

の記録がある。 (図7 )

國6 Li atongus Oer tagus (F )
(BALTHASAR, 1963 より)

図7 Onit iceuus pt, u ipes (F )

の爾胸背

(ARROW, 1931 より)

4-8 I) rep anoee rus オニツノコガネ属

中~小型で長型。上面は平圧され, 表面は粗造, 所々
に直立した麟状毛を装う。 小楯板はしは' しばよく見えな

いか, 明確でない (前述)。 アフリカからアジア (イン
ド, 中国など) まで分布する。加藤はオニマグソコカーネ
の和名で1 種を図示しているが, 実際に分;布するかどう
かわからない。

Drepanocert‘s arrou;i BAL.
タカサゴオニツノコガネ*

体長8 ~12 mm 。 前1攝先゚端は切断状で,  外角は小さ
な歯状を呈し, 脛節外縁は4 歯を具えるように見える。

前胸背には特にきわだった角や隆起を具えない。 南山溪

で得られている。  (図8 )

書書書
L tlertagus (F ) ク リ イ、:' ツ ノ コ ガネ

体長7. 5~11 mm ,  暗褐色で頭部と前胸背前方に先端 8 - a
が=又状の角を具える種である。 三輪の;i南里の記録と,
加藤の図鑑で 01utice11t‘s ・oertragus として図示され
ているものがある。  (図一6 )

図8
4-7 -01成 i ce1 lus ツノナシツノコガネ属*
中~やや小型で, 長形, 上翻はやや平圧されj度部の一

- 8 -

- b - c

Drep anoeer us a r r ozoi BA L a - 大型, b- 小型
c一 , d同前破節 (BALT:EIASAn, 1963 よリ)

(オニツノコカ'ネ属次回へ続く )
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Aegus属は1819年にMAcLEAYによって創設された
属で模式種はAegus cheli fer MAcLEAYである。同
属に含まれる種の多くは東洋区・ オーストラリア区に広

く分布し, 一部はl日北区におよんでいる。 クワガタムシ

科の属の中では Aeg“s 属はきわめて多くの種を含む大
属であり, 現在, 旧北区に位置する本邦からはAegus
1aev icol l is SAuNDERsが同属唯一の種として知られて
いるが,  日本における同種の分布は Aegus属の分布北
限となっている。

私たちはここ数年来 Aegus属に興味をもって調査を
行なってきたが, ここでは日本に分布する Aegt‘s属
(A. lao,,ico11is) について現段階での知見を述べると
ともに Aegus laeuico11isの沖 本島, 沖永良部島,
トカラ列島 (悪石島・ 諏訪瀬島), 伊豆諸島 (八丈島)
の産地産のものをそれそ'れ新亜種として記載する。 本文

に先立ち, 種々 のご指導を頂き, かつ本文のご校関を

った中根猛彦博士, およびご指導 ・ ご助力くださった玉

光一, 阿部 東, 高桑正敏, 藤田 宏, 宮原道則, 秋

山達也, 庄田達已の諸氏に深く謝意を表する。

Aegt‘s lao・oicon is SAUNDERs is a uni(tue repre-
sentative of the genus Aegus MAcLEAY in Japan.
Three subspecies of the Aegus laevicotlis SAUN-
DERs have been known to occur in Japan; subsp.
st‘bt!it i dus WAT ilRHOUsE, 1873 (Japan main is-

lands; Honshu., Shikoku, Kyushu), subsp ta!‘rt‘1us

DIDIER, 1928 (Is. Amami-̂0shima);   subsp t's i -

gakiensis  NoMURA, 1960  (Is. Ishigaki, Is. Irio-
mote). In this paper, the author descri bes fo通0w-
ing four new subspecies. All holotype specimens
may be deposited in the National Museum of Japan
(Tokyo) and paratypes are in authors' collec tions.

.Aegus fact'icoZZis nakanei subsp n o v .

Male (minor) : Body deep redd ish brown and

somewhat glossy. Mandible thick, relatively sho-
r ter t han i n other subspecies, strongly incur ved
w i th a- small triangular tooth n e a r base, sharp at
at apex and gradual ly broadened t o base,  where
i t is finely and sparsely punc tured. Head rather
shiny, narrower than prothorax and elytra; cover-
ed w i th deep, large and dense punctures all over.
Pronot,umslightly rounded at sides and punctured

Present address
1) 2- l-17, Oji-honcho, Kita-ku, Tokyl5 city (〒l l4)
2) 16-34, Nakamuracho Ibaragi city, Osaka Prof.

( 〒567)

- g -

as head at median and on lateral parts. Elytra as
broad as prothorax, covered. wi th delicate and fine
punctures: deeply striate as usual,  dorsal jnter-
stices scarcely convex.

Length: 10-12. 5mm Width: 4.1-4.3mm
Distribution: Is. 0kinawa
Holotype: ,  Mt. Yonahadake,  ls. 0kinawa,

July 8, 1973, Tatsumi SH00DA leg.
Paratypes: 1 , Yona, Is. 0kinawa, June 16-17,

1970, Jiro KOMIYA leg; 2 , Yona, Is. 0ki-
nawa, May 23, l972, IMANIsHI leg.
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Aegus laeoieolZis tamanuhii subsp nov.
Male (minor): Body black and opaque. Mandi- .   Length: 13-16mm W idth: 4. 2-5. 5mm

hie resembling that of subsp. A. I. ,takanei subsp. Dist ribution: Is. 0kinoerabu (Nansei Islands)
nov., but longer and less strongly incurved, with Holotype: , Mt. 0yama, Is. 0kinoerabu, March
base bearing a few punc tures. Head densely 22, 1972, IMANIsHl leg.
covered with large and deep punctures, the larger Paratypes: 1 , 1 , M t. 0yama, Is. 0kinoerabu,
ones of which consist of 2 or 3 smal l punctures. March 22, 1972, IMANIsHI leg.
Pronotum densely and finel y punctured, excep t This new-subspecies is easily distinguished from
lateral parts and median longitudinal zone, where the nominate subspecies by the strong and dense
it is punctured as head. punctura tion o n head and pronotum.

Aegus lae11icotlis abei subsp n o・1,r . ,

Male: Body black and shiny. Mandib le relati - parts: and at middle.
vely long and curved inwards, one or two small Length: 11-26mm Wi dth: 4-9. 5mm
teeth jutted out from i nner ma事i.n near base. .. Distrjbu tion: I slands.  T okara ( Is. Akuseki  and
I n large males each mandible  w i th t vo smal l Is. Suwanose)
teeth a t base, but only one in smal l males, and Holotype: , Is. Akuseki, Aug 4, 1973,  IMA-

_、
the development of teeth i n medium-sized males NIsHI leg.
l ess mar ked than that、c t ma les of same sized i n paratypes; 55 6, 21 , Is.  Akuseki, Aug.
other subspecies. Head narrowe than prothorax 4, 1973,  IMANisHr leg ; 65 , 20 ,  Is.
and elytra, sparsely with shallow and largepunc- Akusejki, Aug 5, 1973, IMANIsHI leg ; 40 ,

t u r es. In large males, a pair of fine proJ'ections ,  Is. Akuseki, Aug 4,  1974,  Michinori
present o n upperside of head n e a r base of MIYAHARA leg ; I , 1 , Is. Suwanose, Aug
mand ib les. Pr o no t u m wholly covered w i th fi ne 1, 1973, IMANIsHI leg.
punctures, artd w i th large punc tures o n l atera l

l l -

Aegus fact' ico1lis fuj流al subsp n o v .

Male (minor): Body black and shiny.  Mandible
long and slender,  acuminate a t a pe x, becoming
broader towards base where i t bears a small
too th and sha l low punc tures sparsely scattered.
Head and pronotum l us trous and the edgessligtly
punctured.

- I J 「'

Leng th: 15.4-20.5mm Width: 4.6-6.5mm
Distr ibution; Is. Hachi jo ( Islands.- Izu)
Holotype: , Sueyoshi, Is. Hachijo,  July 10,

1975, Hiroshi FUJITA leg.
Paratypes: 2 , Kashidate Is.  Hachl jo,  June

26,  1972,  IMANIsHI leg ; 1 j, Kashidate,  Is.
Hachijo, June 23, 1973, IcHIfAwA leg ; 1 ,

2 , Nakanogo, Is. Hachijo, June 21,  1973,
Tatsuya AKIYAMA leg ; 1 , Miharayamarindo,
Kashidate, Hachijo, July 9, 1975,  ICHIKA-
w A leg ; 1 . , Sueyoshi, Is. Hachi jo, July 10,

・) ・

1975, Masatoshi TAKAKUWA leg. .

、 : l -
,

Th is new subspecies is closely related to sub-

species a,be i subsp nov.,  but distinguished . from
- .

-                                                                  - ' l l

the latter by having a squarish projection at the
outside of base of mand ib le. A lso th is n e w

-
' 1 .°

1ubspecies is characterized by having fewer punc-
t u re s o n the head and pronotum as compared、vi th

・ - ・ V・
other subspecies.

1. ', :

- 10 -
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Mand ible Body, head and pronot Distr ibut ion

A.1 nakane i Thick, relatively shorter than body,
strongly incurved.
Base thick, with finely and sparsely
punctured.

Body: somewhat glossy.
Head: covered with deep, large and
dense punctures all over.
Pronotum: punctured as head at me-
dian and lateral parts.

Is. Oklnatva.

A. 1. t amantd.i Slender, relati、,ely 1ong and less st-
rongly incur、,ed.
Base thick, with finely and sparsely
punctured.

Body: opaque.
Head: covereci with deep, large and
dense punctures all over, the larger
ones of which consist of2 or 3 sma-
ll punctures.
Pronotum: punctured as head at me-
dian and lateral parts.

Is. 0kinoerabu.

A.1 abei Long and slender, mildly curved in-
wa rds at apical half.

Body: shiny.
Head: covered sparsely l、・1th shallow
and large punctures.
Pronoum: covered wholly with fine
punc tures, and 、、,i th large o n es a t

lateral and posterior middle parts.

Islands Tokara (Is.
A kusek i and Is. Su.
wanose)

A. l. _f i j ta i Long and slender, mi ldly curved in-
wards at apical half.
A squarish projection being at the
outsides of base.

Body: shiny.
Head and pronotum:  lustrous  and
edges slight ly punctu red.

Islands I u.
(「s. Hachij6)
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study, and to Mr. Azuma ABE, Mr. Kouichi TA-

摘

1) Aegas laevico1lis aakanei subsp n o v . は, 小

型個体を3 6検したのみであるが大應が太く, 体長のわ

りに短く, 強く円形状に湾曲していることで, 容易に他
産地の個体と区別できる。 個体の示す特徴からあるいは

新種とも考えられるが, 沖永良部島産の subsp t a m a -

t,t,kii の大fl理と比較すると共に円形状に湾曲する特徴を
示すので, 現段階では1111和iが妥当であろうと考えた。主
に沖細本,l差北部地域に産するが個体数はきわめて少ない
ようである。

2) Aegus laev iconis tamanub'i subsp n o v . は ,
頭部および前胸部の点刻が顕著に他産地のものと異な

る。 の大腮の形態は沖縄本島産の subsp naka,,e i に

似るが細長いことと湾曲がゆるやかなことで区別でき

る。本亜種と沖紹本島産 subsp nakaneiは, 個々 に検

すると新種とも思われる顕著な特徴を有するが, 両島産

MANUKI, Mr. Masatoshi TAKAKtJwA, Mr. Hiroshi
FUJITA,   Mr. Tatsumi SH00DA, M r.  M ich inor i
MIYAHARA, Mr. Tatsuya  AKIYAMA for thei r

kind taking trouble  to  compare  with the type
spec imens.

要

を比較すると大腮の湾曲に類似特徴が認められるので,
亜種とすることが妥当と考えた。本亜極は, 沖永良部島

に産するが同島に渡島する採集者が少ないためか, 多く

は得られていないようであり, 今後, 多くの個体が得ら

れることを期待するものである。

3) Aegus laevico11is abei subsp nov. は, 在来jlj
種と同じ体長の中型個体でも大a思の小歯の発育が悪く,
大腮の湾曲は先端に向かってなだらかに曲がり, 角度は
強くない。大 ・は細長いので全体を見ると刀のような感
lじを受ける。 大型個体 は大腮の基部よりやや後の頭部

に突起を有するが, この特徴は他産地の個体では, 台湾

産subsp formosae, 奄美大島産subsp taur t‘It‘s, 屋

久島産 subsp. s,,bnit idusのものに見られる。なお,
同列島の両島以外の標本は中之島の1 を検しただけで

あるが, その大腮の形態は本亜種と区別しうる特徴を有

- 11 -
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しており, 今後より多くの個体を比較研究したい。 悪石

島では個体数はかなり多いようで路上を歩行中の個体が
多く得られている。
4) Aegus laev ico11is fuj itai subsp nov. は, ト カ

ラ列島悪石島・ 諏訪瀬島産のsubsp abeiに類似する形
態を有するが, 大腮の基部の外側の部分が角ばって外側

に突き出していることにより区別できる。本亜種は伊豆

諸島の八丈島に分布する個体にもとずいて記1波したが,
同諾島の新島, 神 '島, 三宅島, 御蔵島の個体と比較し

BATES, H. W

BENEsH, B
D ID IER. R_

MIWA, Y.

て, 頭部および的部の点刻が少ないことによ り区別でき

る。新島産の個体の中には, 台湾産のsubsp formosae,
奄美大島産のsubsp taurul,‘sのように胸部の点刻が
深く, 大きく密である個体が含まれており, 三宅島・ 御
蔵島産の個体は, 大矚がトカラ列島の悪石島・ 諏訪瀬島

産のsubsp abeiに似るものがあるが, 部および胸部

の点刻が多い点で異なる。現在のところ八丈島以外の伊

豆諸島の個体に考察を加え区別するまでにはいたってい

なぃ。 八丈島では個体数はやや少ないようである。
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so me New Subspecies of the Aegus .laevico11is SAuNDERS from Japan

P l a te 1

4

Explanation of Plate 1
Fig. 1 Aeg1‘s laevicouis nakanei, subsp n o v

Fig 2 A. laev ico11is tamatltiki t', subsp n o v .

Fig 3 A. lao◆,ico11is abei, subsp n o v .

Fig 4 A. iaet,tco11is fuj itat', subsp n o v .

- 1 3 -
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Pla te 2

I a

l b

ELYTRA, VOL3, Nos. 1/2 (May 1976)

- l

a

(M. TAKAKUWA Photo)

Explanation of Pl at e 2

Fi9. 1 a Aegus fact,ico11is ,lakanei, subsp n o v . , holotype
b ditto, , pa ratype.

Fi9. 2a A. lao・uico11is tamanuki i, subsp n o v .
, holotype.

b ditto, , paratype.
Fig 3a A. laevicouis abei, subsp n o v 6, paratype.

b ditto, , paratype.
C ditto, 6 (maximum phases), holotype.

Fig 4 a A. laevico11is fuj itai, subsp n o v . , paratype.
b ditto, , paratype.
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八重山諸島のハナノ ミ族リス ト

高 桑 正 敏

List of the Tribe Mordellini from Yaeyama Islands (Japan)
By Masatoshi TAKAKUWA

(Received and Accepted Oct 30, 1975)

沖縄県八重山諸島のハナノ ミ科ハナノ ミ 族について
は, 鹿野 (1930) が石垣島からGlipa ma11aecatta PIC
を記録したのが最初だが, その後KoNo(1932), MIWA
(1933), NoMuRA (1963, l966) によっても計3属5
種が知られるにすぎなかった。 最近, 筆者は同好諸氏か

らこの地域のハナノミ科標本を多数讓り受けることがで

き, 多くの新知見を得たのでここにその記録をまとめる

ことにする。

このリストを作成するにあたり,  日頃から御教示いた
だき, また各極資料の 集に多大な接助をいただいた野

村 鎮氏, 中根猛彦博士, 黑沢良彦博士, 畑山武一郎氏

に深く感訟中しあげると同時に, 小宮次郎・ 入江平吉両
氏はじめ標本を提供下さった多くの方々 に改めてお礼申
しあげる。

リスト中, 種名後の* 印は八重山諸島初記録種, 分布

の項の* 印はその地域の初記録を意味する。

1. Higehanatomia patpatis KoNo
クリイロヒゲハナノミ

NoMURA, 1966, p46 (西表島)
検視標本 : 石垣島 (パンナ岳: 4 , 31. V . 1972,
入江平吉採集 ; 1 , 4. .1972, 入江採集 ;1 , 9 - 24.

11.1972, 窪木幹夫採集 ; l 6, 19. faI l972, 郡山信夫採

集 ; 他多数), 与那国島* (1 , 宇良部岳, l -30. in.
1973, 水沼哲郎採集)
分布: Honshii, Shikoku, Kyiishii*, Izu Islands*,

Yaku-shima, Amami-oshima*, Tokuno-shlma*, 0ki-
nawa Is *, Yaeyama Islands, Formosa
九州: 1 , 鹿児島市, 26. ]X. l970, 今村佳英採集,
伊豆諸島 ; 1 6 1 , 御蔵島里, 23. W.1974, 下村 採

集, 美大島 : 八津野 ; 1 ・  7.  W. l973,  畑山武一郎採
集 ; 1 , 10. 1111.1973, 今坂正一採集, 徳之島 : 3 6

Prose:nt address: 3577,  Mutsuuracho,  Kanazava-ku,
Yokohama city, Kanagawa Prof. (〒236)

3 ,  犬田布岳のリュウキュウウラジロガシ枯材を

1971年1 月に採取, 横浜にて14. l]I-31. filI i971に脱出,
高聚正敏採集, 沖繩本島 ; 1 , 与那, 28. . 1972, 郡

山採集 ; 与那 岳 : l , 2. 11.1972, 入江採集 ; 1 ,

25. W. l974, 清野隆採集

石垣島パンナ岳はじめほとんどが灯火に飛来してきた
ものが採集された。日本産、ナノミ族のうち, しばしば
灯火に飛来するのは本種だけである。
2.   Gtipa sauter i Pfc* ザウテルオビハナノミ

検視標本 : 石垣島 (米原 : 1 , 4. 11. 1973, 秋山黄

洋採集 ; 1 , l 6. .1973, 小宮次郎採集 ; 3 , 19.

.1973, 秋山採集)
分布 : Yaku-shima, Amami-oshima, Yaeyama I s-

lands* Formosa
3. Glipa shibatai NAKANll‘* ワモンオビハナノミ

検視標本 : 石垣島 (オモト・岳: 2 4 , 2- 15.

. l972, 入江採集 ; 1 ・ 13.  W.1972,  小林敏男採集
5 , 20-23. V.1974, 入江採集; 1 , 11. W. 19'「4,
高桑採集), 西表島 (1 , 白浜, 11. . 1912, 入江採

集)
分布: Honshu, Yaku-shima, Amami-oshima, Yae-

yama Islands*, Formosa
4. Gl ipa malaccana ishigαkiana K-oN0

イシガキオビハナノミ

鹿野, 1930, p205(G malaccaM, 石垣島), KON0,
1932, pi t52, pl. ]V, f. 1 (G.  is/1igai iana, 石垣島) :
MlwA, 1933, p ie(G malaccana, 西表島) : NOMU-
RA, l966, . p46 (与那国島)
検視標本 : 石垣島 (5 61 , 米原, 24, V.1974,
高桑採集 ; 1 , オモト岳, 1. W. 1972, 入江採集 ; 他

若干数), 西表島(3 6 6 4 , ヒ ドリ, 2-4, 11.19'「4,
高桑採集;1 ・  古見,  30.  V.1973,  柏井伸夫採集;  他若
干数), 与那国島 ( 4 6 1 , 所野, 9-13. V. 19'「4,
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入江採集)
分布 . Yaeyama Islands

5. Gtipa a2ulnai NAKANE* サタオビハナノミ

検視標本 : 西表島 (2 , 大富, 13-14. V. 1973,
S. UEDA採集 ; 1 , 白浜, 1. W.1974, 高桑採集,  2

, ヒ ドリ , 2. . 1974, 高桑採集 ; 4 6 2 ,

祖納岳, 7. 11.1974, 高桑採集)
分布 : Kyiishti, Yaeyama Islands*
本種は九州南端佐多岬で1949年 7 月24 日に得られた1
頭 (6 ) を基に記載され, 今回西表島から報告されるま

で久しく採集例を聞かなかったものである。 西表島産の

個体はタイプ標本よりも総じて大型, また上翅中央の環

状紋の形も一見して異なり, 別 種として分けた方が適

切と思われる。 なお未発表ながら本種は台湾にも分布

し, 西表島産の個体とも異なるため, また別の亜種とさ

れる予定である。 .

6.   Gl ipa sp * イリェオピハナノミ (新称) (fig 2)
検視標本 : 石垣島 (オモト岳: 2 1♀, 2. . 1972,

入江採集 ; 16 , 20. V.1974, 入江採集; 他多数), 西表

島 (2 3 , ヒ ドリ , 2-3. .1974, 高桑採集; 1
1 , 祖納岳, 7. W.1974, 高桑採集)
分布 : Okinawa Is *, Yaeyama Islands*
沖器?本島 : 1 , 与那湖岳, 25. 11.1974, 清野採集

近く入江平吉氏の名をとって発表する予定の種であ

る。 日本およびその近く には本種と似たものはないよう

で, 上翅の紋様といい, 幅広く平たく切断される尾節板

といい, きわめて特徴的なものである。 また, 神 本島

産, 八重山諸島産, 台湾産(未発表)のそれぞれが上翅の
救様の位置など異なり, 互いに別亜種関係と思われる。

7.   Gl ipa sp* 二セコオビハナノミ (新称) (fig 3)
検視標本 : 石垣島 (1 , 米原, 12. .1974, 三蔭外

茂治採集)
分布 : Yaeyama lslands*
この種は日本のコオビハナノ、  G fasciata KoN0
および台湾のミカズキオビ、ナノミ G al bosc t‘t e11a t a

KoNoにきわめて類似しているが, 前種とは小楯板の微
毛が白色なことで, 後 とは前胸背に3 大黒紋をもっこ

とで容易に区別される。

8:  'l'omo;na sp* リュウキュウモンハナノミ(新称)
(fig 4)

検視標本 : 石垣島 (オモト岳 : l , 5. 11. 1973, 小

宮採集 ; 2 , 25-26. IV.1974, 入江採集 ; 1 , 16.

V.1975, 深町宗通採集)
分布 : Amami-oshima, Okinawa Is. * , Yaeyama

Islands*
沖縄本島: 1 , 与那, l 4. V.1975, 深町採集

本種は台湾台北地方からの1 頭 ( ? ) に整き, 1935
年に中条博士が記載した T formosanaにきわめて似
ており外部形態からはほとんど区別できないが, 1975年
に台湾霧社にて採集された多数の T formosana と思
われるものの ゲニタリァを検したところ, 石垣・ 亦・
本島産のそれとは著しく異なるために, 八重山産は台湾

産のものと別種関係にあると判断せさ'るを得ない。 なお

野村 (1963) が 美大島より T formosana として記
録した1 は本種のことと思われる。 この種はまた地域

によって異なり, この点についてはいずれ充分な資料を
基に検討するつもりでいる。

9. l foshi hananomia lti ra' NAKANE et NoMtrRA
キラ木シハナノミ

野村, 1963, 248, pl. 124, f. 17 (石垣島) ; 高桑,
1972,  p.14 (西表島)
検視標本 : 石垣島 (米原 : 1 , 24. V.1974, 高桑採
集 ; 2 , 9-10. VI . 1974, 高桑採集 ; 1 , 12. .

1974, 三蔭採集 ; 2 , 吉原, 10. 11.1974, 井野川重

則採集), 西表島 (3 , と ドリ , 24-26. W_1975, 矢
野立志採集), 波照間島* (1 ・  富嘉 ,11.  11 .1973,  柏
井採集)
分布 : Yaeyama Islands, Formosa
一見次種によく似ており, 同じ倒木上から両種が混じ

って見い出されるが, 本種の方がはるかに少ない。 次種

とは尾節板の先端が針状に尖ること, 尾節板背面には白

色徴毛が一面におおっていることで容易に区別できる。

台湾産とは徴毛の色など異なり, 別亜種が要当である。
10. .aoshi hal,i anontia compos能a sahishi;nana

NoMUM コーシュンシラホシハナノ ミ

MIWA, 1933, 10 ( i:「. co,nposi ta, 西表島) : NO-
M U RA l966, p42 (石垣島)
検視標本 : 石垣島 (26 13 , 米原, 8. W.197;4,
清野採集 ; 2 , 吉原, n . W.1974 畑守国採集 ; 3

, 荒川, 24 V. 1W4, 非野川採集 ; 他多数), 西表

島 (1 , 祖納届・, 7. ta t974, 高桑採集) , 与那国島*
(1 , 所野,20. .1972, 入江採集 ; l , 祖納, 11.
. 1973, 正木清採集,  1 , 比川, 11. V. 1974, 入江

採集)
分布 : Yaeyama Islands

11. Hoshi hanan.oln 'a boreat is NoMURA*
コモンホシ '、ナノミ

検視標本 : 西表島 (1 , 船浦, 8. . 1969, 藤田英
生採集)
分布 : Hachijo Is., Yaku-shima, Amami-oshima,

Yaeyama Islands*
沖縄本島 (未発表) でも採集されているが, 西表島は
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意外な採集例である。

12. Hosh ihananomia ka toi ka toi NAKANE e t

NoMtfRA* =セキポシハナノミ
検視標本 : 西表島 ( 1 ,  カンピラ淹, 1. 11. 1973,
小倉直樹採集 ; 1 , 祖納, 5. V. 1974, 入江採集 ; 4

2 ,  ヒ ドリ , 2-3. .1974, 高桑採集 ; 1 , 祖

納岳, 7. W.1974, 高桑採集; 2 , 仲良川流域, 26.
V.1973, 杉野広一採集)
分布 : Shikoku, Yaku-shima, Amami-oshima, Ya-

e ya ma Islands*, Formosa
本種は地域差, 個体差ともに大きいが, ほぼ 美大島

以北, 西表島, 台湾と3つの型に分けられる。西表島産
は概して小型, 上 は白色紋から成る個体が多い。
13. lfoskihanattomia splenl iel,s (MIwA)

ヤェヤマキポシハナノ ミ

MIwA,1933, p ie, f 3 (西表島) ; NoMURA, 1966,
p47 (石垣島)
検視標本 ; 石垣島 (米原,  3 , 16. .1973, 小宮
採集 ; 1 , 4. .1973, 秋山採集 ; 4 , 19-20. Ia.
19f3, 秋山採集 ; 2 , 24. V.1974, 高桑採集 ; 1 ,

川平, 4. 'a. l973, 柏并採集), 西表島 ( 2 , 白浜,
17-19. 'a.1972, 小林敏男採集 ; 1 , カンピラ淹, 28.
V.1973, 秋山採集 ; 2 62 ,  ヒ ドリ, 2. W.1974,
高桑採集 ; 1 1 , 組納岳, 7. 11. 1974, 高桑採集)
分布 : Yaeyama Islands
日本産ハナノミでは最美麗種の1 つと言えよう。 は

オオハマコ ウの新しい伐木, 切株に飛来するものがよく

採集された。
14. Mo rdeuar ia lat io r NoMURA*

カタジロハナノミ (新称)
検視標本: 石垣島 (1 , オモト岳, 11. fI t974, 高

桑採集)
分布 : Yaku-shima, 「aeyama Islands*, Formosa
原記i ｯから判断して本種に同定した。 の採集例は今

回が初めてと思われる。

15. Vlar i intorda iha i iha i CHiiJ-0*
ヨツモンハナノ ミ

検視標本 : 石垣島 (オモト岳: l , 14. 'a .1972, 入

江採集 ; 1 , 17. fl. 1973,  入江採集 ; 1 , 7. V .

1974, 入江採集 ; 1 , 10. W.1974, 清野採集 ; 他若干
数), 西表島 (1 , ガンビラ淹, 8. IV. 1973, 入江採
集)
分布 : Amami-oshima, Tokuno-shima*, Okinawa

Is., Yaeyama Islands*
徳之島 : 12 10 , 犬田布岳のタブ立枯材を1971
年1 月に採取, 横浜にて 1. W-19. W.1971および23. II-

2. Ill .1972に脱出, 高桑採集

本種は地域差, 個体差ともに大きいが, 小肥校や触角

から判断して, 島ごとに型が分けられる可能性がある。
16. Va rumorda m il; arabi NoMURA*

ヒメキンオビハナノミ

検視標本 : 石垣島 (米原 : 1 , 5. VI. 1973, 正木採

集 ; 1 , 20. 11. 1973, 秋山採集), 西表島 (1 , 白

浜, 30. V.1974, 高桑採集 ; 1 , 祖納, 16. 11.1974,
三蔭採集)
分布: Amami-oshima, Yaeyama Islands*
八重山諸島産を 美大島産ダイブ標本と比較してみる

と, 著しく黄色微毛が発達し, 尾節板はより細く長く ,
また触角はより細く , 末端節の形も違うなど大きな差が

めだって, 一見別種とも思えるが, ゲニタリァにきわ

だった差異が見い出せなかったため同種と判断した。 近

く台湾産 (未発表) も含め, それぞれ別亜極として発表

する予定である。

17.  Mordeua sp * オキナワキンケクロハナノミ

(仮称) (fig. 10)
検視標本 : 西表島 (3 5 , ガンビラ流,8. r『.

1973, 入江採集 ; 他多数)
分布 : Okinawa Is *, Yaeyama Islands*
沖繩本島: 1 , 与那翻岳, 3. . l974, 入江採集
本種は, 台湾のキンケクロハナノミ M. ochrotric1la

NoMuRA に似るが小型であり, 触角の構造, 尾節板の
形状などが異なり, 上翅徴毛の褐色もより淡色に見え
るo

Summary
In this issue, the author describes 17 spe-

cies of t ri be Morde1l ini f rom Yaeyama Islands
between Okinawa I s. and F ormosa. Of these

species 12 species are new records from Yaeya-
ma Islands, and the loca li ties w i th asterisk(*)
a r e n e w r eco r ds_

引 用 文  献

鹿野忠雄, l930, Kontyii, 4, p205
KONo, H., 1932, Trans. Sapporo Nat. Hist.  Soc.,

12, l 52

MIWA, Y., 1933, Trans. Nat. Hist. Soc. Formosa,
23, p i e

野村 鎮, 1963, 原色日本昆虫大図鑑ll , Mordellidae
NOMURA, S., 1966, Ent. Rev. Japan, 18, pp 41-53
高桑正敏, 1972, 月刊むし, No.13, l 4
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(H. MATsUKA Photo )

Explanat ion of Plate 3

Fig. l . Giipa azumai, (西表島産)
Fig 2. Gli pa sp., (石垣島産 )

2a.  ditto, (石垣島産)
Fig 3. Glipa sp., (石垣島産)
Fig 4. Tome r,a sp., 6 (石垣島産)
Fig 5. Hoshihananomia ki rai, (西表島産)
Fig 6. Hoshihananomia katoi katol, 6 (西表島産)

6a.  di tto, (西表島産)
Fig 7. Hoshiha1!anomia splendens, 6 (西表島産)
Fig 8.   Variimorda miyarabi, 6 (西表島産)
Fig9.   MordeMaria iali ior, (石垣島産)
Figi0. ., Mordeiia sp., -(西表島産)
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The authors wish to express their deep gratitude  to Mr.  Y. NoMURA (YAMAwAKI) for his
usefu l advice and a lso to Messrs. J. KoMIYA, M. TAKAKUWA, T. KOBAYASHI and H. FUJITA for
thei r kind help in obtaining the valuable specimens used in this study. Ho1otypes a r e deposi ted
i n the Nationa l Science Museum, Tokyo,  and paratypes are in the authors' and the co llec tors'
col lec tions_

1 Mesosa (Mesosa) atronotata, sp nov.   ( Fig. 1 a, b)
(Japanese name: Kuromon-gomafu-kamikir i)

Male - Integument pitchy brown,  clothed w i th

pale gray pubescence. Occiput mixed wi th tawny
br own pubescence,  antennae w i th pale gr a y long
hairs at underside,  but dark brown less pubescent
portions of apical halves of third to eleventh joints
w i th b lack hairs. Prothorax with  patchy  pattern
of tawny brown and pale gray pubescence. Scutel -
lum with tawny brown pubescence. Each elytron
with two pairs of irregular black marking at basal
one-four th and apical one-third,  three zigzag trans-
verse tawny brown bands at just beh ind o f t w o

black markings and near apex, and many small dark
brown spots scattered on all over elytron. Tibiae
w i th two black parts at near basal  and apical per
t ions.

Head sparsely punctured, frons impunctured;
inferior eye-lobe a lit tle shor ter than g e n a below

j t ; v er t ex broadly concaved with a n a r r o w median

longitudinal furrow extending from frons to occiput.
A ntennae more than 1.4 times longer than body;

scape gradually broadened apically, almost as long
as four th; th i rd longest; succeding joints gradually
Shortened; apical portion of last joint steeply bent.
P rothorax ve r y sparsely punctured, weakly con ve x -

ed lateral ly,  with a smal l tubercle beh ind apex of
each side; disk with three tubercles, two beside a
median l ine at middle, one before scutellum.  Elytra
deeply and sparsely punctured a t basal half  and
gradual ly shal lower and sparser tower d t o apices,
apical ly rounded.

Length: 11-16mm. B readth: 4-6. 5 mm.
Female - Antennae a l i t t le longer than body,

last joint of antennae straight no bending.
Length: 12-19mm. B readth: 4. 5-8 mm.

Holot ype, , Is. Nakano-shima, Tokara Islands,
27 June 1973, leg. IRIE (Fig. la). Paratypes,2 ,

3 , the same data as the holotype (Fig. lb).
Elytra pattern of this new species is much al ike

that of M. (Perimesosa)pictipes mjyamotoi HAYA-
sHI, 1956 (Is_ Takara-jima in Tokara Islands), but
i t is easily distinguished that this new species has

一

present address: n o erect hairs on elytra
1) Biological Institute,  Faculty of Science,  Shizuoka

Uni、,ersity, Shizuoka-city (〒422)
2) 3125, aza-Umi, Umi-cho, Kasuya-gun, Fukuoka

Prof. (〒811-21)
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2 Mesosa (M,esosa) praeZongipes, sp n ov . ( Fig. 2a, b)
(Japanese name: Ashinaga-gomafu-kamikiri )

M ale - For m moderately large, color black, suf-
fused wjth black and tawny yellow pubescence.
Basal halves of third, fourth,  sixth, eighth,  tenth
and eleventh 」'oints of antennae annulated with yel-
lowish whi te pubescence, underside of an te nna e

with hairs, white hairs at white portions and black
hairs at black parts.  Head with irregular four black
str ipes. Pr othorax with m o r e than t e n Ir regular
black markings o n dis k. Scutel lum covered w i th

yel low pubescence apically. Yel low pubescent pat-
tern of elytra consisting of four interrupted zigzag
bands at humeral, middle, one-fourth from apices and
apical por tions, and several irregular markings be-

t w een bands. Legs clothed with yel low pubescence
except apical parts of femora, bases, near bases and
apices of tibiae, some portions of tarsa black.

Head sparsely punc tate ; Io、ver lobes of eyes

shor ter t han genae be low them. A ntennae about

1. 5 times as long as body; scape gradual ly broad-
ened posteriorly; relative length of joints as follows
- 7. 0 : 1_0 : 9.0 : 6.0 : 4.2 : 4.0 : 3.41 3.2 : 3.0 : 2.8
: 1. 8. Prothorax with large and sparse punctures,
wi th a smal l tubercle o n each side n e a r anter ior

border ; d isk rather moderately convex with slightly
raising areas beside center portion and near base.

Elytra punctate largely and sparsely at basal por-
t ion. Legs elongate, apices of pro-femoraatteining

3

a ljttle beyond head, mota-femora reaching elyt「al
apjces. Abdomen long, about t wo-th i rds of las t

s tern j te extending o v e r elytral apices, 「at io o」f

length between each sternite as fol lowS - 2・5 : 1・0 :
1. 0 : 1 . 2 : 2. 5.

Length: 10. 5-18 mm (exclusive of exposed
abdominal sternite,  that Is l 5-2mm). B「eadth:

3. 5-8 mm.
Female - Antennae about 1 2 times Ion9er than

body, less than half of last abdominal sternite e x-

tendjng o v e r of elyt ra, rat io of s terni teS - 2. 3 :

1. 0 : 1. 0 : 1. 1 : 2. 2.

Length: 12-16 mm (exclusive o f exposed
abdomen, 0.1-1.0 mm).   Breadth: 5-6.5 mm.

Holo type, , Bora,  Gusukube-cho, Is. Miyako
jjma, South Ryukyu Islands,28 May 1972, Ie9. IRIE
(Fig 2a).   Paratypes,  2 , 3 , the same data
as the holotype (Fig 2b), 10 , 10 , Tome「i,

Is. Miyako-jima, 14 June 1974, leg. M. TAKAKUWA
1 , 1 , the same place,11 Apr. 1975, leg. KUSAMA,

Thjs new species is closely allied to M.  ( M )
yonagunj subkonoi BREUNiNG*,  especially Patte「n
of dorsa l sur face and antennal co lora tion a r e ve「y

sjmj lar, but the former is easily distinguished from
the latter by the e1ongated legs and fi9ureOf abdo-
men (ratjo of abdominal sternites of M yonag'‘nl
s bkot1o i* * - 3. 2 : 1. 0 : 1. 0 : 1. 1 : 1.8).

Mesosa (Mesosa) 1lonagulu HAYASHI, status nov
(Japanese name: Yonaguni-gomafu-kamikiri)

M (Mesosa) ceroit1opicta (FAIRMAIRE) subsp.
yonaguni HAYAsHI, 1962,  Entom. Rev. Japan
15(1) : 5, pl. l,  fig 5 (Is. Yonaguni, Yayeyama
Islands).

M (Mesosa) ceroinopicta yonagtali:  HAYASHI,
1962, ibid. 15(1) : 35; SAMUELSON, 1965, Pacific
Ins. 7(1) : 100 (Yonaguni).

The authors conclude that this species has been
misapplied to subspecies of M. cen'i'toPicta(FAIR-
MAIRE), being di fferent from the original,  there-
fore they elevate the subspecies t o the rank of

species.

see No :3' ( 21)
* i 3 , 2

,
T he Subt ropic Botanica l Garden,

Hirara-ci ty, Is.  Miyako-jima,  13 June  l974,
leg. M. TAKAKUWA.
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3'. Mlesosa (Mesosa) 1;oltaguni subkonoi B;REUNING, comb n o v . ( Fig. 3a, b) *
(Japanese name: Ishigaki-gomafu-kamiki ri )

M (s.s ) sleb ･o;no i  BREUNING,1964 ,  Ent .  Arb .  Mu
Frey 15 :91 (Ishigaki-shima, S. Ryukyu)

Pachyosa cert'ino1)iota:  (nee FAIRMAIRE) MIwA,
1933, Trans. Hist. Soc. Formosa 23 : 12 (Iri-
omote) ; MATSUSHITA, 1933, J. Fac. Agr. Hok-
kaido Univ.  34(2) : 344 (Miyako);  MrroNo,
1940, Cat. Col. Japonico 8 : 159 (Miyako, Ishi-
gaki, Iriomote, Yonakuni).

M (S,ai前fia) ocr・;tnopicta: (nee FAIRMAIRE) GRE-
SSrTT, 1951, Phil. J. Sci 79(2) : 220 (Okinawa,
Ir iomote) ; HAYAsHI, 1960, Entom. Rev. Japan
l l (1) : 27 (Miyako, Ishlgaki).

M (Mesosa) cervinopicta ocr・oinopicta: (nee

4

FAIRMAIRE) HAYAsH1,1962, Entom. Rev. Japan
15(1) : 35, pl 4, fig 3; SAMUELSON, 1965, Pacific
Ins. 7(1) : 99 (Miyako, Ishigaki, Iriomote).

M. (Mesosa) cert,t,lopicta ceruinopicta f. subkonoi
(nee BRliuNING) HAYAsHl, 1964, Entom. Rev.
Japan 17(2) :70, fig. 1 (Ishigaki-jima, Hateru-
ma-jima).

This species is once synonymized to a forma of
M ocr'oittopicta cert'inopicta (of HAYASHI, 1962,
not FAIRMAIRE, 1897) by HAYAsH1 (1964), but it
is a subspecies of M yonag“,u' HAYAsHI.

MeSoSa (Samtia) c,ertlmop icta (FAI:RMAnu) ( Fig 4a, b)
(Japanese new name: Munekobu-gomafu-kamikiri)

Pachyosa cert' inof)iota FA限MAIRE,  1897,  Bul l.
Soc. Ent. Fr : 71 (Ishigaki-Sima).

Mesosa (Saimia) ceruinopicta; BREUNING, 1939,
Nov. Ent. Suppl 3(52) : 415; BREUNING, 1959,
Cat. Lam. Monde (2) : 53.
As this species has been misidenti fed for long

t imes in Japan, the authors redescribe here.
Body black,  densely clothed with fi ne black

pubescence. Head, prothorax, legs and underside of

body decorated w i th scat tered yel low pubescent
markings. Basal parts of t hird to eleventh antennal

segments annulated with white pubescence and u n -

derside with white long hairs, apical  black par ts
with long black hairs underside.   Elytra ,vit h four
di lacerated yellow pubescen t transverse bands a t

base, middle, one-fourth from apices and apical
margins of elytra, some parts of yellow bands mixed
with darker hairs.

Head sparsely punctate, broadly concaved be-

t we en antennal inser tions, ver tex with a media:n

longitudinal furrow, inferior eye lobes about two-
thirds of remaining genal por tions. Antennae more

than t 7 times longer than body for male (female

1 , l , The Subtropic Botanical Garden, Hirara-
city, Is. Miyako-jima,10Apr. 19「a, leg. H. FUJITA.

1.3 times longer), scape gradua】1y thickened apically,
as long as four th; t hird longest, sl ightly longer than
fourth but distinctly longer than .fi fth;  fol lowing
segments gradually shortened, last segment suddenly
bent apical ly for male (female straight). Prothorax
very sparsely punctate, with a small lateral tubercle
behind apex of each side, disk wi th three tuberc les

distinct and round, front two tubercles at middle,
between them with plicate,  near o n e o n a median

line near basal margen. Elytra rather sparsely and

coasely punctate, apical one-third very weakly punc-
ta t e.

Materials examined - Is.  Ishigaki -jima, 3 ,

3 , Yoshihara - Yonehara, 17 June 1972, leg. IRIE
(Fig 4a, b),  6 , 6 , Yonehara,  15-17 June

1973, leg. J_ KoMIYA, 1 , Arakawa, 16 June 1973,
leg. T. KOBAYASHI; Is. Ir iomote-j ima, 3 6 , 2 ,

Hidori, 2 June l974, leg. M.  TAKAKUWA,  16,
Hidori, 2 Apr. 1975, leg. KUsAMA.

Examined specimens completely agree wi th the
description of FA IRMA IRE that “antennis art icul is

3-11 basi al bido pubescentibus”, and “prothorace -
medio lev i ter plicatulo, bi tuberoso, basi medic
paulo tuberose”.
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摘

ll)  新種M. (Mesosa) atroaotat,a ( クロモンコ'マフ
カミキリ )  (吐 喇列島中之島産) の記載。

(Fig. 1a, b)
宝島原産のオキナワゴマフカミキリ;亜種 miyalnotoi

(Perimesosa iIEl属)に斑紋は類似するが, 總翅に直立の
剛毛を欠き (Mesosa .IIE属),  雄の触角の末端節先半が

急に曲っているので区別し得る。

(21  新種M. (Mesosa) prae1ongipes (アシナ力'コ'マ
フカミキリ)  (先島諸島宮古島産) の記i波。

(F ig 2a, b)
従来, 和名でイシガキゴマフカミキリと言っていた種

にそっくりの斑紋を有するが, 肢が長く, 特に雄におい

てa室部の先端が軽ll翻の末端から露出している点が異な
るo
l3)  M (M ) ◆?,onaguni yoaagtan HAYAsHI

要

(ヨナグニコ'マフカミキリ)
1fi,_継より種に昇格。

(3') M ( M) yonagum stlbi1o'tel BREUNING
(イシカ'キコマフカミキリ) (Fig 3a, b)
subkonoi はかって cert,inopicta の1 型としてシノ

ームにされたが, 上記種のlIEf fで, 和名はそのままにし

ておき, 学名を変更した。
(4、 M (Satmt'a) ocr・o加opicta (FAIRMAIRE)
(和名新称, ムネコプコ'マフカミキリ) (先島諸島石垣
島・ 西表島産) (Fig 4a, b)

FA【RMAIREの原記i成以来約80年,  日本ではこの学名

を誤った種 (和名のイシ力'キコ'マフカミキリ ) に当てて

いたので再記一破した。 触角の3 ~11節の基部が自色で,
前fifi背板に顕著な3 個の隆起があるので,  M (M )
yonagu-'subko,,01 と容易に区別できるo

Explanation of Plate 4 ( p. 23)

Fig. l a Mesosa (Mesosa) atronotata, sp nov. , , holotype.
Fig. 1 b ditto, , paratype.

Fig 2a Mesosa (Mesosa) prae1ongipes, sp no v., , holotype.
Fig 2b ditto, , paratype.
Fig 3 a Mesosa (Mesosa) yonaglm' sltbioMi BREUNING, 6 (Is. Mjyako-」'jma)
Fig 3b dittO, (Is. Miyak0-jima).
Fig 4a Mesosa (,Saimia) cert,inopicta(FAIRMAIRE),., (Is. Ishigaki-jima).
Fig 4b ditto, (Is. Ishigaki-jima). 、
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No t es o n the Longicorn Genus MeSOSa

Plate 4
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摘Koo?、、?虫
伊豆諸島三宅島にヒラタクワガタ産す

市川 敏之

ヒラタクワガタ ,S'errog-
Mthus titanlis pi l if er S.
V AN VOLLENHOVEN は

伊豆諸島では大島・ 利島・

新島から記録されている

が, 華者は三宅島で採集さ

れた個体を採集者の川田一

之氏から意与頂いたので同

lit初記録として報告する。
16 , 三宅島大路池, 14.

ll「.1975, 川田一之採集

なお, 同島からは同種以

外にミクラミヤマ? * ・ ノ
コギリ ・ コ ・ スジ・ ネプト

タムシが記録されている。

マメ ・ チビの7 種のクワガ

* ) 久保快識, 西山保典 (1967), 三宅島・ 神津島を訪

ねて, I NSECT MAGAZINE No 66, p ie
( 0114  北区王子本町2-1-17)

北海道利尻島のマグソコガネ2 種

石田 正明

昨夏, 娘が北海道旅行で利尻島にいった時, 数種の甲

虫を採ってきたが, その中にマグソコガネが2 種4 頭あ

った。いずれも, いままではっきりと記録されていない

種と思われるので, ここに記録しておきたい。

採集テ' 一タはすべて同じで, 下記のとおりである。

採集地: 北海道利尻島本d黑牧場
採集日付 : 1975年8 月28日 採集者 : 石田ひろみ

1. Aphodius (0tophorus) haemorrhoidalis (LI-
NN:E) シマべ=-マグソコガネ
1 6 , 体長5 mm 電a翅の肩部および両翅端は赤褐

色, 他は黒色。 ab. sangm'notentus (HERBST) にあた

るものである。牛養より得た。
2. Aphodius (19odi lus) sordidus (FABRIcIUs)
ヨツポシマグソコガネ

2 6 , 体長8 mmと 7 mm,  1 , 体長7 mm い

ずれも上 は肩部と中央後に暗色紋をそなえるが, その

発達は悪い。一見したところ原型に近いようにみえる

が, ab. guadrij)unctatus (PANz:ER) に同定すべきも
のであろう。 牛 より得られた。

上記2 ﾉはともにアジア大陸北部からヨー ッパにか

けてひろく分布する地方型のマグソコガネで, もちろん

北海適本島に産することはすでに知られている。 したが

って, 利尻島に産することは当然のことであろう。 な

お, 利尻島の北に位置する礼文島にも牧場があるそうで

あるから, 礼文島にも産することは予想される。

( 0168  杉並区宮前3-23-5)

セマルオオマグソコガネ対馬の記録

小幡 幸正

セマルオオマグソコカ'ネ Aj hodius brachysomt‘s
SoLsKYは比較的少ない種で, 分布は北海道・ 本州・ 佐

渡・ 九州・ トカラ宝島およびl明鮮・ 束シベリア・ 支那と
広いが, 対馬における記録はまだないようなのでここに

発表する。

1 ex. (死 ), 北対馬内山牧場, 27. IV.1974
1 日ほどたった牛 のわきにころがっていた個体で,
ひどく破損していた。 また, この個体は上 端に黄斑の
出ている型であった。 この内山牧場は最近新しくできた

ものらしいが, 他にヒメダイコク ・ エゾマグソ ・ ヌバタ

ママグソ ・ ウスイロマグソ ・ マグソ l ガネ・ カト'マル二,
ンマなど個体数は多く見られた。

(0151 谷区千駄ヶ谷3-13-12)

ヤクルリセンチコガネ大川林道に多産

藤田 宏

ヤクルリ センチコ ガネ (;eotrupes (Phe1otrupes)
auratus yaku TsUKAMoT0は屋久島特産の 種で,
小杉谷が産地として知られるが, 採集例は少なく稀な1flli
とされている。

筆者は1974年夏期に屋久島を訪れた際, 下屋久町大川
林適にて本種を採集しているので記録しておきたい。

3 2 , 屋久島下屋久町大川林道,
30. laI ~7. 1111.1974, 藤田宏採集

同地, 大川林適は近年クロモンキイロイェ・ オガサワ

ラチャイロ等をはじめとするカミキリムシの珍種を多産
することで有名となり, この時もかなり多勢のカミキリ
屋が同林適を7 ~8 km 程登った地点に参集していた。
ヤクルリセンチコカ'ネはこれら同地で寝泊りしている採
集者の人義に多く見られた。 もとよりヵミキリ屋ばかり
なので他の が見つかるはずもないが, 朝 (AM 8 : 00
~9 : 00) 用をたすと, 昼近くにはヤクルリセンチコガ

ネが次々 と飛来してきた。 特に注意して採っていたわけ

ではないので, 専念すればかなり多く採集できるもので
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稿 虫

はないかと思われる。  (こ
の時は他の採集者と合わせ

10数頭が得られた)
今まで採集例が少なかっ

たのは中~ 高地帶で狙って

いたためではないだろ う

か。大川林道の採集地点は
標高300~400mのタブ・ シ

イ等を主とした低山帶であ

るo
力ミキリ・屋ばかりであっ

たため, 誰も採集していな

かったが他にも非常に多数の 0nthophagas 類をはじ
め義虫が多く, 朝の人 は夕方にはほぼ分解しっくされ
てしまうほどであった。 ヤクルリセンチは'かりでなく;装
虫一般にかなり好適な地と思われるので, 虫に興味の
ある方で, 今後屋久島を訪れる方にはぜひとも立ち寄っ

て, 本格的な調査をしていただきたいものである。
末文ながら本極の分類上の位置等について色々 御教示
下さった石田正明氏に感,謝したい。 なお, 標本は石田正

明一長尾悟 - 小幡幸正の各氏が保管されている。

(0110  台東区台東2-29-6)

四国のムツコプスジコガネの記録
長尾 悟

T r 0 mtt tst‘e,lsi s NOMURA ムツコプスジコカーネは,
原産地 (青森県恐山) とその後北海道札幌市円山公国の

記録が知られるだけで,  筆者は先に New Insect Vol.
18, No2 に長野県下の採集例を報告したが,  その際に

四国における記録があると言及した。 ここに本極の新分

布地として四国を加えたい。
1 ex., 徳島県 Ia山見の越, 31. [ .1972,  長尾悟採集
灯火に飛来していたものである。

なお, 本稿を書くにあたりおtl:l:話になった三宅義一先
生に深く感認tの意を表する。

(0162  新宿区南複町5 南複町アパート57号)

オオダイ セマダラコガネ福井県冠山に産す
佐々 治寛之

オオダイ セマダラ コ ガネ Bl i toper tha olidaiens i s
SA wADA は従来本州紀伊半島山地, 四国石鎚山, 九州

英彦山・ 祖母山・ 霧島山に限って分布し, あたかも地史

と深い関連をもっかのように思われたが, 最近, 兵庫県

扇の山からも報告され, 同定誤りでなければ大変興味深

いことと思っていた。 ところが, 黒川秀吉氏 (福井市森
田中学校教諭) から同定を依頼された昆虫標本の中に福

井県産の本種を見出したので報告する。 データは次のと

おりである。

福井県冠山, 5~6. Im.1974, 黒川秀吉採集

(佐々 治保存)
冠山は福井県今立郡池田町と岐阜県揖斐郡徳山村との

県境接線に位置し, 頂上標高1257mで, 採集したのは池

田町田代から頂上への登山路であるが, 途中, 多くのセ

マダラコ力'ネを採ったので, こまかな位置は不確かとの

由である。

なお, 近縁の普通 であるセマダラコ力'ネは」%t知のよ
うに色彩や大きさの変異が著しく , 中には図鑑に示され

たオオダイセマダラとそっくりのものもあり, しばしば

誤同定されるが, 上記の標本はまぎれもなく本物のオオ

ダイで, 九州祖母山の多数の標本と比較しても差は見出

せない。 最後に発表と標本保管を委ねられたm川氏の御
好意にお礼中し上げる。

(0910 福井市文京3 福并大学教育学部生物学教室)

ナガヒラタムシ属2 種の分布記録
長尾 悟

華者の手許のナ力' ヒラタムシ属の標本を調べてみたと

ころ, 次の2 種について報告すべき分布記録があった。

Ct‘pes clathratus SoLsKY ナガヒラタムシ

本種は, Vladivostok (ウラジオストック) 原産であ

り, 本邦においては北海道から九州まで分布するようだ
が, 島 部における分布記録は少ないようである。 者

は, 伊豆諸島御蔵島で本種を採集している。

1 6, 束京都御蔵島村里, 17. VII i973, 筆者採集

C. Jape'ficus TAMANUKI ヒメナカ [ヒ ラ タ 

本種については, 中根 (1973)* が本州 (紀伊半島) ・

四国を分布地としている。原産地は伊予笹山 (愛媛) で

ATKINSのMt. Hakkoda (八甲田山?) の記録もある

ようだ。 筆者の手許には, 木村欣二氏よりいただいた伊

豆半島の標本がある。 貴重な標本を下さった感謝の意も

こめてここにーテ二 - タを公表しておく。

1 6, 静岡県伊豆半島描越, 16. W.1967, 木村欣=採
集 (両種とも標本は筆者が保管)
なお,  日本のナガヒラタムシ科は他に南西諸島で以前

より得られていた Ct pes sp.  と別にもう1 程i九州で
Ct中os sp. が採れているようなので, 今のところ4 極類
は産するといえよう。

* ) 中根猛彦, 1973 : 「新シリーズ, 日本の甲虫」 1 ,
昆虫と自然8(9 ),  2 ~ 3

(0162  新宿区南;懷町5 南板町アパート57号)
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伊豆諾島におけるモンハナノミの採集例
高桑 正敏

伊豆諸島からは従来, モンハナノ ミ属の記録はなかっ
たが, 三宅島と御蔵島からモンハナノミ  To'noaia m-
pponica K-0N0が採集されたのでここに報告する。

l , 御蔵島川田, 23. ll「.1974, 下村徹採集
2 6 , 三宅島大路池, 25. 111.1975, 藤田宏採集
標本はいずれも華者が保管。

本種はブナ帶に少なくない種で, 離島では屋久島 (中
部) から採集されている。伊豆諸島産上記3 6は, 本
州ブナ帯の と比較すると体型が後方に向かってはるか

に狭まり, 前解f節は著しく短く, 中附節は逆に長く, ケ'
ニタリァも少ノ 異なり, 四国以西の個体により近い。

( 0236 横浜市金沢区六浦町3577)

ヤェヤマムナピロタマムシ与那国島の記録
秋山 黄洋

ヤェヤマムナビ l' タ マムシ

Sambt‘s aenei cot t1' s F ISHER,

1921はフィリピンのルソンより
記載された種類で, 日本に産す

ることは黒沢良彦博士が石垣島
産の標本に基づいて, 甲虫一ユ
ー ス No i l,  p4 (1970) に報

告している。 華者は入江平吉氏
の御好意により, 与那国島の本

種を検したので報告したい。

29exs., 与那国島所野,
9. v.1974, 入江平吉採集 :

11exs.,  同上, l3. V.19'「4, 同上

(0235-02  横浜市磯子区坂下町1-43)

天草諾島下島のタマムシ3 種
藤田 宏

熊本県天草郡天草諸島におけるタマムシ科甲虫の報告
は今までに知られていないようであるが, 筆者は1973年
夏期に同島を訪れた宮原道則氏より下記の3 極のタマム
シを頂いているので, 記録しておきたい。

1. カ ラカネク リ タマムシ

Toaoscelus sasaki i Y. KUROSAWA
lex., 天革下島頭岳, 1. 1111.1973
本種は全体唐金色のTo.a;oscelusで, 1957年鹿児島
県霧島山薬野岳における1 6 を基に記載されたが, その
後は同県佐多岬での1 例を間く程度で, きわめて稀な種

と思われる。  (写真左)
2. カラカネナカポソタマムシ

Coraebus lg,10ttts E. SAUN】)ERS
9exs., 天草下島角山, 31. fa t973
九州本土産の個体と比べて差異はなく, 原1111和iに含ま
れるものと思う。 ( ﾊ真右
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3. クズノチ ビタマムシ

Trachys au,rico11is E. SAUNDERS
lex., 天革下島角山, 31. Z.197

( 0110 台東区台東2-29-6)

オキナワナカポソタマムシ の初見記録

藤田 宏

オキナワナカポソ タ マムシ Coraebus 1oochooens iS

KANOは, 日本産のCoraebu,sではシリグロナカポソ
タマムシと並んで最も大型の種で, 全身がコパルトプル

一に く美麗種である。本種は1929年, 沖#'E本島におけ
る 1 (データ不明)*を基に記載されたが, 原記載以降
は1962年同島伊豆味における1  が追加されただけで
近年多数の採集者の訪島にもかかわらずまったく採集さ
れていないようである。

筆者は1975年6 月, 同島を訪れた深町宗通氏の採集品
より本種の を見い出したのでここに報告しておく。実
に原記1波以来45年目にして得られたこの が, 本種 の

初見となるわけである。

1 , 沖組本島国頭郡与那 岳, 5. W.1975
深町宗通採集 (藤田宏保管)

6 は に比べるとかなり小型で体長11.5 mm 程。 体型

は より細く, 上翅の白救も薄い。

採集者の深町氏によれば, この個体は与那 岳中腹の

伐採地で, オオシマヤハズ・ オキナワフト・ スジシロな
どのカミキリがよく集まるひこばえの葉上に静止してい
たものだということである。樹種は不明だが, ホソパタ
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プによく似た値物であった

とぃうo
末文ながら, 貴重な標本

を意与された深町宗通氏,
本種の を検する機会を与

えて下さった無沢良彦博士

に感謝したい。

* ) 模式標本には種名を

示すラベルが一枚あるだけ

で, 産地, 日付を示すラベ

ルはまったく付いていな

い。  (黒沢良彦, 1970, 日

本産タマムシ科解説9 , 甲

虫=-? ース Noi lより)

稿

(0110  台東区台東2-29-6)

札幌におけるシ リ グロナカポソタマムシの記録

安井 正

シリグロナカポソタ マムシ Coraebus Mattgst‘atMs
'Mgromactdatt‘s Y. KUROSAWAは,  現在までの採集

例は数例しかないと間いているが, 筆者は1972年に札幌
で 1 を採集したので報告しておきたい。 今までは本州

からのみ採集されており, 今回の記録は北海道初記録と
思われる。

1 ・  札幌市円山,  13.  [ .197
安井正採集

円山動物園の北側を通って, 惹

并山にいたる途中にある 「宮が丘

ユースホステル」 前の側薄に落ち

ていたものを得た。 この付近の道

路は札幌オリンピックのために整

備されたもので, その当時に側

と水銀燈がっけられた。

なお, この側薄では本種と同時

にェゾアカガネォサムシ(多数) ・

セダカオサムシ( 2 ) ・ オオル

リオサムシ( 1 1 ・  ・  ヤ、ズカミキリ  (1  6)  などが
採集された。

このシリグロナカポソタマムシの標本は現在, 北海道
大学農学部・ 応用昆虫学教室に保管されている。

(0065  札幌市北区北26条西6 )

オオウグイスナガタマムシの東限記録

. 藤田 宏

オオウグイ スナガタ マムシ Agr iltts asiaticus igai

虫

Y . KUROSAWA は本州・ 九州・ 対

馬より記録されており, 本州におい

ては主に関西以西で得られている。

東限は長野県伊那谷とされている*
が, 筆者は東京都下産の標本を所持

しているので記録しておきたい。

lex. , 東京都下町田市館川,
9. iI .1972, 小倉直樹採集

*)191沢良彦(1974) : 日本産タマム

シ科概説(10), 甲虫一ユースNos.
17・18

( 110 台東区台東2-29-6)

小笠原父島における

アカアシハナコメツキの採集例
鈴木 亘

アカァシハナコメ ツキ Dicronycluls (Platynychtts)
ad;;ator (CANDEzE) は, 本州・ 四国・ 九州・ 琉球・ 台

湾・ 朝鮮などに分布する

が, あまり多い種ではな

いようである。 小笠原父

島における本種の記録

は, VAN ZWALUWEN-

BURG (1957)* に未同定

のものとして報告さオiて
いるだけで, その後の報

告はない。 しかし華者は

幸いにも父島で採集され

た本極を検することがで

きたので, ここに報告し

ておく。

l , 父島三日月山,
30. V.1975, 藤田宏採集

末華ながらこの発表にあたり色々 と御教示頂いた大平

仁夫博士, ならびに貴重な標本を恵与された藤田宏氏に

深く感 する。

*)VAN ZWALUWENBURG, R. H. (1957) Insects of
Micronesia (Coleoptera: Elateridae), Ins. Microne-
sia, 16(1 ) : 62-63.

( 0156  世田谷区桜3-14-13)
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沖組本島でイリェシラホシ

サビカミキリを採集
酒井 案理

イリェシラホシサビカミキリMyce'加0psis(Zotale)
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apomecynoides HAYAsHIは最近, 林屋夫博士により
記i成 された種で現在, 同属の北限極とされている。 本種

は原産地である 美大島のみで得られていたようである
が, 華者は1973年, 春期および夏期に沖細本島を訪れた
際, 本種を採集しているので報告する。

1 , 神縄本島与那朝岳, 12. IV.1973, 酒井案理採集
1 , 同 上,  9. W.1973, 同 上

1 6は枯枝 (樹極不明),  1 嘯ﾍシマサルナシの古い
枯づるのビーティングによる。
なお, 美産の個体と比べても特に差異はないようで

あるo
(0177  練馬区関町1-125)

ニイタカハナカミキリの食樹について

秋葉  孝雄

-:イタカハナカミキリ Anop1odera dissimi lts(FA-
IRMAIRE) の食樹がリュウキュウマツではないかという

予想は以前からあったが, それに関する報告はまだない
ようである。筆者は, リ ュウキ ,,.ウマツ Piaus luchu,-

oasis MAYRの立枯中から本種成虫を採集しているので
報告する。

5 6 4 , 美大島朝仁, 11. IV.1975
この立枯れは直径10cm程で比較的古いものであっ
た。

( 0345  北葛節郡杉戸町清地2-17-2)

3月下旬・ トカラ列島宝島の力ミキリ

内野 晃

私はl975年3 月23~28 日, 宝島に滞在したが, その間

に得られたカミキリムシのリストを報告する。

1. ワモンサピカ ミキリ

Pte''oloP1lia anmd,ata (CHEVROLAT)
1 , 24. m.1975 : 3 61 , 27. Ill .1975

2. オビレカ ミキリ

Et‘seboi des tn,atsuda i GRESSITT
4 1 , 27. 111 . 1975

3. オキナワサビカ ミキリ .

Diboma costata (MATSUSH【TA)
2 1 , 27. n . 1975

4. アヤモンチ ビカ ミキリ

Sybra ordinata tokara HAYASHI
1 , 24. n . 1975 : 1 , 27. m. 1975

5. オオシマウスアヤカミキリ

Bumetopia japonica oshimana BREUNING
1 , 26. m.1975

オキナワサビカミキリとォピレカミキリはトカラ列島

初記録と思われる。タ7' ・ クスノキ・ ヤプーッケイの結
校および描れづるの beatingで得た。

(0812  福岡市束区箱崎3-13-9  松井 久方)

西表島初記録の力ミキリ4 種
矢野 立志

神縄県西表島にて, 同島より未記録であったと思われ

る力ミキリ4 種を採集することができたので, ここに報
告する。

1.   イシ力'キトゲウスパカミキリ*
Mego js (Spim'megopfs) t‘cMeyi is1u'ga i ana

Y os HINAGA et N AKAYAMA

1 , 西表島白浜, 4. V.1975
白浜部落内の燈火 (60W程度の白熱電球) に飛来した
ものを採集。採集時は気温24.5°Cで, 湿度はかなり高い
ように思われた。  (写真左上)
2. フ ト ヒケ'ウスパカ ミキリ

Meg・opis simca validicornis GRESSITT

- 28 -
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1 , 西表島白浜, 7. V.1975
. 1 , 同 上 , 8. V.1975
いずれも前 ziと同 iじ燈火で得た。  (写真右上

3. Ptero1op1lia sp.
lex., 西表島白浜, 4. V.1975
3exs., 同 上, 9. V. l975
主に描ススキのビーティングにより得られた。既に石

垣島平久保に産することが知られているが, 西表島から

の記録はなかった。  (写真左下) 台湾に近緑な種が産す

るo
4. Apr iona sp.

1 , 西表島白浜, 8. V.1975
白浜部落の街燈に来たものを得た。 水沼哲郎氏により

石垣島に産することが報告されて以来, 同島バンナ岳に

おける錘火で比較的採集されているようであるが, 西表

島からは未記録であった。西表島産の個体は石垣島のも

のと比較すると, 上翅基部の顆粒が小さく少ない (50個
以下), 触角がやや長い, 端内角のトケーが長い等の点

で異なっている。  (写真右下)
* 実は, 栗林・ 高良・ 束 (1973, 沖繩の昆虫, 学習研

究社) に本種が西表島に分布するとされているが, これ

は出現時期などから考えても明らかにコケ' チャトケ' 7
チオオウスバカミキリ Macrotoma (Bandar) _fisher i
obscur t' bt-unnea HAYAsHI の誤同定によるものと思わ

れ, 今回の記録が西表島からの最初の正しい報告であろ

うo
(0734  広島市皆実町1- l8-40)

福島県桧枝岐で

ホソツヤヒケ'ナガコバネカミキリを採集
川田 一之

福島県桧枝岐で採集を行なった際, ホソツヤヒケ' ナカ'
コパネカ ミキリ Motorc1M‘s nt't i dt‘s OBIKA を採集し
たo
本種は既に東日本からは新潟県姫川谷・ 埼玉県秩父 ・

束京都奥多 ・ 長野県伊那戸台の4 ケ所で記録されてい

るが, 同県下における採集例はまだ間かないので報告し

ておきたい。
1 , 福島県南会津郡桧枝岐村, 9. W.1975,

川田一之採集
目当たりのよい, よく ヵミキリムシの集まっているミ

ズキの花上で得た。 なお, 桧枝岐といってもかなり内川

方面 (伊南方面) へ寄ったところであった。

( 0164  中野区東中野5-20-13)

虫

トカラ列島諏訪期島 ・ 悪石島
・ の力ミキリについて

藤田 宏

交通の不使なため, 従来採集者のほとんど訪れなかっ

たトカラ列島中, 近年中之島においては比較的訪れる者

も多く, そのカミキリ相もまとめられっつあるが, 他の

島における報告はまだきわめて少ない。 筆者は同列島諏

訪瀬島および悪石島において今西修氏が採集されたカ ミ

キリを所持しているので以下, 当然分布が予想される極

がほとんどであるが参考資料としてここに記録しておき

たい。

1. チャイ l二' ヒメ カ ミキリ
Ceresit‘'It sl'm i le GAHAN

1 , 諏訪瀬島, 2. . 1973 : l 6 5 , 悪石島,
5. . 1973

2. ヨ コヤマヒメ カ ミキリ

Ceresi1‘m ho1ophaeum BATES
3 2 , 悪石島, 5. 1111.1973

3. コウノ ゴマ フカ ミキリ

Mesosa (Mesosa) konoi HAYASHl
1 2 , 悪石島,

5. . 1973

本種は同列島 (中之島・
ロ之島) の他, 美大島・

沖永良部島・ 沖組本島に分

布するが, 産地によって上

翅斑紋の変化が著しく , そ

れぞれ別亜種として分類さ

れ, 同列島のものはその原

亜極とされている。

今回, 悪石島で採集され

た個体は写真の示すように

/

・

 
l

-

中之島産のものとは若干上翅の斑紋が異なる。 すなわち

中之島 (原産地) のものが上 中央の白帶が強く , その

前後のll'い部分 (焦げ茶色の徴毛が密布している) が多

いことにより, 一見してそれとわかる特徴を備えている

のに対し, 悪石島のものは自帶の部分が比較的不明瞭

で, また黒い部分も少なく上翅の色彩的な区分は安定し

ていない。  トカラ列島の原正fill と沖細亜極とは上 斑紋

がかなり安定しており, その中間地区では変化にとむと

されているが, 同一の列島内においても地理的に奄美大

島・ 沖永良部島に近い分だけ, その斑紋も変化してくる
(似てくる) ということは本種がいかに特化しやすい種

であるかを示しているようで面白い。
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4.   オオシマウスアヤカ ミキリ

B!tmetopia oshimana BREUNING
5 2 , 諏訪瀬島, 2. W. 1973: 3 6 ,

悪石島, 5. filI i973
5. アトモンチビカミキリ ( ﾝ美亜種

Sybra bactdina oslu'mana BREUNING
4 1 , 諏訪瀬島, 2. W.1973

6.   サビアヤカミキリ ( ﾝ美 i[l l和l
Abryna olbscufa oshimensts (BREUNING)

1 6 4 , 諏訪瀬島, 2. 1111. 1973 : 1 2 , 悪

石島, 5. ill「.1973
7. ワモンサピカ ミキリ

Ptero1o◆p11lia (Hytobro加s) antudata
(CHEVROLAT)

1 6, 悪石島, 5. 1111.1973
8.   キポシカミキリ ( トカラ並種)

Psacothea il i larts macronota ta HAYASHI
1 , 諏訪瀬島, 2. 1]?.1973
中之島産の個体と比べて特に変異はない。

9. コケ'チャサビカミキリ
Mimectatina meridiat!a (MATSUSHITA)

2 , 諏訪瀬島, 2. 1111.19'「3
(0110  台東区台東2-29-6)

德島県剣山における興味深い力 ミキリ 2 種

細 保生

部_者は徳島県剣山において, 興味深いと思われる下記

2 種のカミキリを採集しているので報告しておく。

1. ク l;:'サワヒメコパネカミキリ
EpaM'‘l septentr ionalis HAYASHI

1 , 8. flI t 973, 部者採集

夫婦池よ り下山中, 登山適沿いの広葉1試の伐採木にて
採集。伐採木の1 本に止つてハネカクシがするように羽

根の手入れをしていた。
2. ホソツヤヒケ'ナガコパネカミキリ

Motorctlus (Linomius) mt idus OBIKA
既に本州・ 九州・ 対馬よ、り記録されているが, 四国か

らの記録は未だなかったものと思われる。 (写真)
l , 4. V.1975, 筆者採集
1 , 5. V.197;5, ″

1 , 11. V.1975, 〃 (小笠原隆保管)
5月 4 日 (小兩)
小雨の合間に陽がさした折, 貞光~見の越方面のドラ
イプウ=.イ沿いのカェデ花上より採集。
5月5 日 (晴)
剣橋から八面山方面へ少し入った谷川沿いのカェデ花
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上にて採集。 他にピック

ニセハムシハナなどが多

かった。

5月11日 (くもり)
この日は梅兩を思わせ

る天気の上肌 く , 前回

のカ:,デをすくってもカ
ミキリはほとんど入らな

かったが, そんな中でポ

ツリと採れた。

以上のように剣山にお

いては低山帶であればど

こでも採れるのではないかと思われる。

(0771-02  板野郡北島l町高房川の上8
邦レ西社宅38号)

三宅島でセンノカミキリを採集
神尾  俊夫

1975年6 月20日から24 日の間に三宅島で採集を行なっ

た際, センノカミキリ Aca1oleptataattriosa(BATES)
を採集したので報告する。

1e  ,  三宅島三池
20. .1975, 神尾俊夫採集

1 , 同 上,
23. . 1975, 同 上

本種は伊豆諸島にお 、て

は既に新島・ 御蔵島 - 八丈

島から記録されているが,
同,l-からは未記録と思われ
る。

なお, この三宅島産の個

体は御蔵島・ 八丈島で得ら

れているものと同じく , 他

地域のものに比べてかなり

黑化の傾向を示している。

( 0330  大宮市宮原町

4-17-8)

ケヤキの樹幹に集まる

オニホソコパネカミキリ

鈴木  恭一

オニホソコパネカ ミキリ Necydalis (Necydalis)
gigantea KANOは本邦産の Necydalisの中でもクワ
に寄生するという特異な生態, その局所的な分布でよく



稿 虫

知られている。本種は関東地方においては奥日光が産地

として有名であるが, 他では束京都下奥多康日原での1
の記録がある* のみにすぎなく , その後は都下奥多摩

の御岳山で1971年, 郷直樹氏により路上を歩行中の1
1 が採集されていると間く。筆者は同じく御岳山にて

友人と計14頭の本種を採集したが, その際に非常に興味
深い観察をしているので報告しておきたい。

筆者らは1973年から1975年までの3 年間にわたって御

岳山において本種を採集・ 観察したが, 同地における本

種はすべて直径2 mほどの巨大なケヤキに飛来した。 オ

=-ホソコパネの飛来するケヤキはただ1 本で, ケーブル

カー山頂駅と御岳神社の中間にある“神代ヶャキ' ' と呼ば

れている巨木である。 このケヤキには地上3 mほどのと
ころに, おそらく台風で太い枝が折られたと思われると

ころがあり, その付け根にあたるところの, 材質が腐触

しているような部分にオニホソコパネは飛来した。 この

木の周辺で枝先などを飛び回っている個体もよく見られ

るが, 最終的にはその部分にやってくるようであった。

ここで興味深いのは, このケヤキにオーホソコバネの

やってくる時間が早朝6 : 00から7 : 00の間に限られる
こと, および採集された個体のすべてが6 であったこと

である。 早朝のみに限って飛来することは, 今までこの

ような観察がされなかった一因とも考えられるが, 飛来

してきた個体のすべて (ただし, 他にも多くの個体を目

準しているが, それらの性別はわからない) が であっ

たことはなんとも説明がっきにくい。 奥日光大沢ではク

ワの古木の仮死部に本種 が止り, 産卵と思われる行動

をしているものを見ることができるが, この場合は に

限られ, はクワの葉上に静止しているか, または付近

を飛び回っているのである。 もしォーホソコパネがヶヤ
キをも食害するとすれば (そのために飛来しているとす
れば) ばかりならともかく , すべて というのは合点

がいかない。

以上, まだォーホソコパネがヶャキを食するかどうか

の結論はでないが, 可能性は充分にあるのではないかと
推察される。今までオーホソコパネといえば,  クワとい
うイメージがあまりにも強かったが, 今後, ケヤキにも

日をむけ, 新しい生態が確認されることを期待したい。

採集記録

2 , 1. [ . 1973,  樋村慎一・ 小沼孝行採集

8 6 , 1. .1914, 加藤源喜・ 小沼 行・

鈴木恭一採集

l , 3. .1974, 小沼;孝行採集
3 6, 31. w.1975, 加藤源喜・ 鈴木恭一採集

* ) 昆野安彦(1971), 月刊むし9号, 33

( 0180 武蔵野市吉祥寺東町3-10-13)

宮古島でツヤケシヒゲナガ

コバネカミキリを採集

斎藤 秀生

ツヤケシヒゲナ力' コパネ力 ミキリ Molorc11oe a ,u' a

mtgoguclM'i (HAYAsHI) は伊豆諸島新島・ 九州・ 屋久

島 ・ 美大島・ 徳之島・ 沖縄本島・ 石垣島・ 西表島・ 与

那国島からすでに記録されているが, 宮古島における報

告は聞かない。

華者は1975年春, 同島を訪れた際に枯づるのビーティ

ングにて本種を採集しているので報告しておく。
1 , 12. IV.1975, 宮古島友利, 斉藤秀生採集

藤田宏保管

なお, この個体は4. 5 mm とかなり小型のものであっ

たo
( 0154  世田谷区弦巻4-2-17 くるみ荘30号)

竹富島の力 ミキリ

矢野 立志

1974年4 月l6 日, 八重山群島竹富島に採集に行く機会

があり, 計13種のカミキリを採集することができた。今
まで同島へ訪れたカミキリ屋はほとんどないようで,  カ

ミキリの記録は特産亜種になっているアトモンチビをは

じめ, ::・ツポンモモブトコパネ (ssp. i r iomotensis) ・

ムネモンアカネトラ ・ モモブト トケ'バ等が知られている
程度であった。

1. とケ'ナカ'ヒ メ カ ミキリ

Ceresium, 1ongicorne PIC, l , 3

2. リ ュ.ウキュウ ヒメ カ ミキリ

3

4
5

6
7

8

31 . -

Ceresium f t‘scum shi rakii HAYASHl, 2exs.
ニセフ ト ガタ ヒ メ カ ミキリ

Ceresu‘m pseudot_ lector K US A M A e t

KOMIYA, 2exs.
イシガキゴマフカ ミキリ

Mesosa eery,nopicta (FAIRMAIRE), 1
サキシマウスアヤカミキリ

Bumetopia Jape,fica Isl!igaki HAYASHI,  1
ョ ス ジシラ : t、シサピカ ミキリ

Apomec:ynahistorio (FABRICIUS), 6exs.
アヤモンチビカ ミキリ

Sybra ordmata jlavostriata HAYASHI, 11exs.
アトモンチビカ ミキリ

Sybra  baculina car加atipe,ms  BREUNING e t

CHUJ0, 8exs.
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9. タイワンチビカミキリ

Sybra pascoei is1ligaki i  BRliUNING et OHBA-
YASH I, 7exs.

10.  ハヤシサビカ ミキリ

.Ropica hayashi i BREUNING, 6exs.
11.  タテスジドウポソカミキリ

Pothytle atbolineata MATSUSHITA, 2exs.
12.  イ シガキシ1' オピサビカ ミキリ

Pte''olophia kaleea (BATES), lex.
13.  コゲチャサビカミキリ

Mitnectatina mer idiana (MATSUSHITA), lex.
編集部注) 4. のイシガキコ'マフカミキリは M yo,tagmli
s‘16a,oao i BREUNINGのことである (本誌 l9 ~23 参照) .

( 0734  広島市皆実町1-18-40)

三宅島でも採集された ・

ツマグロア メイ ロカ ミキリ

藤田 宏

先に, 中村俊彦氏' ' より伊豆諸島御蔵島におけるッマ

グロアメイロカミキリPseudiphra apicale(ScHWAR-
zER) の採集例が発表 されたが, 筆者は三宅島にて本種

を採集しているので報告しておく。
1 , 三宅島大路池, 29. m.1975, 熊谷優一採集
l , 同 上 , 30.1aI. l975, 藤田宏採集

2 頭共, 大路池周辺のスイー ピングによる。

三宅島で採集された個体は沖詁本島産のものと比較し
て, 特に区別するほどの差異はなく同じ種と思われる。

また, 台湾産の本種とも比較したが顯著な差は見られな

かった。ただ, 台湾産の個体においては, 上翅基部%の
明るい種色の部分が, 種色から黒化したものまでさまざ

ま.な色彩変異が見られるのに対し, 今まで本邦から得ら

れている本 の はすべて種色の型ばかりで, 黒化し

たもの, あるいは・ 迚ｻの傾向を示す個体は1  頭もなかっ
た2)。 台湾においてはむしろ無・化型の方が多く3', また,
他の日本産のPseudiphra, -P bicolor, P. obst‘cu ra,

P. sp_ (八重山諸島産) 等が同一産地内で相当色彩変異

に富むのに対し, 本邦産の本種のみが色彩的にまったく

安定しているのは面白い。 今後, 本邦から黑化型のツマ

グロア.,' イロが採集されるかどうかは興味深いところで

ある。
たいろ ti t i

なお, 採集地の大路池付近は, 植生の貧弱な三宅島に
あって新海池付近と同じくシイのよく繁った原生林であ
るためか, キマダラ ・ トラフ ;i、ソパネ ・ ミクラチビなど

島内において同地でなければ得にくい種も多く, これか
らの調査が期待される。

1)  中村俊彦( l975) : 伊豆御蔵島産の興味ある力ミキリ

2種, 甲虫一ユース Nos 29 ・30, p7
2)  筆者の検した本邦産の

ツマグロアメイ ロは御蔵

島産2 頭, 三宅島産2 頭,
沖繩本島産20数頭。

3)  華者の調べた範囲では

黒35 : 種7 であった。

( 0110  台東区台東

2-29-6)

編 集 後 記

0今号より EL YTRA は “第2 化? '' に入ったのです

が, いかがでしょうか? -・一一・・御意見・ 御批判をお待
ちしております。

不慣れなため, この号の編集には3 ヵ月以上もかかっ

てしまい, 会員諸兄には大変御迷惑をおかけしました。

しかし, 後続の「さやばね No2 」 および 「ELYTRA
Vol.4 No.1 」 の原稿はすでに全部揃っており, あとは

編集業務と印刷工程を経るのみですので,  6 月までには

2 冊続けて発行し, 今までの遲れを一挙にとりもどすこ

とができるのです。  (ホントに) (藤田 宏)

.
1

.
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4, 500円(送料別)
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二の価構は電和49年 4 月現在のものです
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